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香
り
漂
う
華
麗
な
梅
花

満
開
に
咲
き
誇
る
豊
後
が
園
児
を
お
出
迎
え
。

豊豊
後後
が

ぶ
ん
ご
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年
度
、
当
町
に　

歳
以
上

65

　
　
　

の
高
齢
者
が
学
ぶ
新
し
い

学
校
が
、
剣
吉
公
民
館
に
開
校
し

ま
し
た
。

　

そ
の
名
は
「
ま
べ
ち 
笑
楽
校 
」。

し
ょ
う
が
っ
こ
う

毎
週
火
曜
日
に
登
校
す
る
生
徒

は
、
自
分
達
で
決
め
た
各
教
科
の

内
容
を
、
学
校
の
授
業
形
式
に
な

ら
っ
て 
楽 
習
し
ま
す
。 も
ち
ろ
ん
、

・

夏
休
み
や
冬
休
み
の
ほ
か
、
バ
ス

遠
足
、
修
学
旅
行
な
ど
、
学
校
生

活
に
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

行
事
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
事

業
の
一
環
と
し
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
、
ま
べ
ち
笑
楽
校
に
は
、
町
内

各
地
か
ら　

人
の
̍
期
生
が
元
気

17

い
っ
ぱ
い
に
入
学
。
新
入
生
は
、

交
流
を
深
め
な
が
ら
「
笑
っ
て
楽

し
い
」
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
、
̍
年

間
に
わ
た
っ
て
学
習
し
ま
す
。

　

̑
月　

日
に
行
わ
れ
た
入
学
式

14

に
は
、
理
事
長
で
あ
る
工
藤
町
長

ら
が
拍
手
で
迎
え
る
中
、
̍
年
̍

組
の
新
入
生
が
、
こ
れ
か
ら
始
ま

る
楽
校
生
活
へ
の
期
待
に
胸
を
膨

ら
ま
せ
、
希
望
に
満
ち
た
表
情
で

入
場
し
ま
し
た
。

　

担
任
か
ら
一
人
ひ
と
り
の
名
前

 に会える学び舎
づくり事業として、まべち 笑 

しょう

 楽  校 が開校。
がっ こう

まべち笑楽校の校章。
福地、名川、南部地区
の男女６人が、遊び心
を持ちながら楽しく学
んでいる表情が描かれ
ています。

時間割
 10:30～10:40　　　はじめの会
 10:40～12:00　　　１時間目
 12:00～13:00　　　お昼
 13:00～14:20　　　２時間目
 14:20～14:30　　　おわりの会
先生の紹介　理事長…町長／校長…教育長
教頭…社会教育課長／担任…社会教育職員

希
望
を
胸
に
第
一
歩

今
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が
読
み
上
げ
ら
れ
る
と
、
新
入
生

は
元
気
に
返
事
を
し
て
起
立
。
ま

べ
ち
笑
楽
校
の
生
徒
で
あ
る
こ
と

を
証
明
さ
れ
た
名
札
を
、
校
長
で

あ
る
山
田
教
育
長
か
ら
受
け
取
り

ま
し
た
。

　

工
藤
町
長
が
「
町
に
は
、
す
ば

ら
し
い
風
景
や
歴
史
あ
る
建
物
が

あ
り
ま
す
の
で
、
名
所
巡
り
な
ど

も
企
画
し
な
が
ら
、
当
時
通
っ
た

学
校
を
思
い
出
し
、
楽
し
く
学
ん

で
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
。
中
村
祐

子
教
育
委
員
長
が
「
健
康
第
一
で

学
習
活
動
に
励
み
、
同
級
生
と
の

交
流
を
深
め
な
が
ら
、
充
実
し
た

̍
年
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
」と
、

祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

新
入
生
を
代
表
し
て
、
有
谷
節

子
さ
ん
（
下
名
久
井
）
が
「
̍
期

生
と
し
て
の
誇
り
を
持
ち
、
笑
顔

で
楽
し
く
学
び
ま
す
」
と
宣
誓
。

出
席
者
全
員
で
校
歌
を
歌
い
、
希

望
を
胸
に
、
楽
校
生
活
の
第
一
歩

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ま
べ
ち
笑
楽
校
の
校
歌

を
作
詞
し
た
南
部
中
学
校
教
諭
の

小
萩
沢 
公  
子 
さ
ん
（
広
場
）
と
、

こ
う 
こ

作
曲
を
担
当
し
た
町
文
化
協
会
会

長
の
鳩 
義  
治 
さ
ん
（
福
田
）、
校
章

よ
し 
じ

を
考
案
し
た
画
家
の
赤
平 
實 
さ
ん

み
の
る

（
相
内
）に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

これから楽しい楽校生活が始まります

笑顔  
高齢者の生きがい　　

入学式で校歌を斉唱する新入生

　
　
　
　

ま
べ
ち
笑
楽
校　

校
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

作
詞　

小
萩
沢　

公
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

作
曲　

鳩　
　
　

義
治

一　

歩
き
続
け
た
千
里
の
道
を

　
　

今
日
も
一
歩　

明
日
も
一
歩

　
　

笑
顔
で
語
ら
い　

ゆ
っ
く
り
歩
こ
う

　
　

ま
べ
ち
の
流
れ
の
よ
う
に　

豊
か
に

　
　

名
久
井
の
山
の
頂
の
よ
う
に　

気
高
く

　
　

皆
と
手
を
と
る　

わ
れ
ら
の
ま
べ
ち
笑
楽
校

二　

幾
山
河
越
え
己
の
道
を

　
　

歩
み
来
て　

今
こ
こ
に

　
　

笑
顔
で
語
ら
い　

と
も
に
学
ぼ
う

　
　

ふ
る
さ
と
の
緑
萌
え　

豊
か
に

　
　

果
樹
の
花
々
は 
馥  
郁 
と
し
て　

気
高
く

ふ
く 
い
く

　
　

皆
で
創
ろ
う　

わ
れ
ら
の
ま
べ
ち
笑
楽
校
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笑
楽
校
の
文
字
に
魅
力
を

感
じ
ま
し
た
。
自
分
か
ら
学

び
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
活

動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

頭
や
体
の
運
動
に
な
れ
ば

と
思
い
参
加
し
ま
し
た
。
ま

た
、
校
歌
を
聞
き
感
動
し
ま
し

た
。
素
晴
ら
し
い
先
生
方
と

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
な
が

ら
、
学
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

新
入
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

西
塚  
利  
子 
さ
ん
（
鳥
舌
内
）

り 

こ

相
田  
為  
次  
郎 
さ
ん
（
相
内
）

た
め 
じ 
ろ
う

２時間目　校長先生のお話　～大活躍する南部町の子ども達～
　

校
長
先
生
で
あ
る
山
田
教
育
長
か
ら

の
お
話
は
、
日
本
の
教
育
現
場
の
現
状

と
、
南
部
町
の
子
ど
も
達
が
、
ス
ポ
ー

ツ
や
文
化
活
動
に
大
活
躍
す
る
様
子
を

ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
し
ま
し
た
。

　

全
国
的
な
教
育
問
題
で
は
、
基
本
的

な
生
活
習
慣
の
乱
れ
な
ど
に
触
れ
、
学

校
、
家
庭
、
地
域
が
力
を
合
わ
せ
て
、
子

ど
も
達
を
ど
う
育
て
る
か
が
大
き
な
課

題
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

南
部
町
の
子
ど
も
達
の
活
躍
に
つ
い

て
は
、
新
聞
記
事
を
中
心
に
紹
介
。
児

童
に
よ
る
伝
統
芸
能
発
表
会
や
、
全
国

の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
好
成
績
を
収
め
た

生
徒
が
、
現
在
も
大
学
で
精
進
し
て
い

る
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

輝かしい実績に新入生も驚いた様子でした

１時間目　自己紹介と授業内容の話し合い
　

最
初
は
自
己
紹
介
か
ら
ス
タ
ー

ト
。
笑
楽
校
の
参
加
理
由
は
、　
40

数
年
ぶ
り
に
故
郷
に
戻
り
、
新
し

い
友
達
を
作
り
た
い
、
何
か
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
い
な
ど

様
々
。
趣
味
な
ど
も
発
表
し
、
教

室
は
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
自
分
達
で
考
え
る
授

業
内
容
。
生
徒
は
、
班
に
分
か
れ

て
話
し
合
い
、
町
に
ち
な
ん
だ
内

容
を
入
れ
な
が
ら
、
遊
び
心
を

持
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
ま
し

た
。国

語
…
音
読
、
方
言
、
読
み
聞

か
せ
の
実
践

算
数
…
町
に
ち
な
ん
だ
数
あ
て

ク
イ
ズ

理
科
…
町
の
気
候
、
町
に
存
在

す
る
動
物
や
植
物

社
会
…
発
掘
体
験
、
歴
史
見
学

体
育
…
動
け
る
体
づ
く
り
、
ボ

ウ
リ
ン
グ

音
楽
…
カ
ラ
オ
ケ
、
コ
ー
ラ
ス

図
画
工
作
…
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー

に
挑
戦
、
絵
手
紙

生
活
家
庭
…
手
軽
に
で
き
る
鍋

料
理

総
合
学
習
…
理
事
長
、
校
長
先

生
の
お
話

学
習
メ
ニ
ュ
ー
案

　

ま
た
、
修
学
旅
行
の
日
程
案
も

話
し
合
い
、
秋
頃
に
三
陸
海
岸
へ

行
っ
て
み
た
い
な
ど
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

自分達の趣味も授業内容に取り入れながら楽しみます

いよいよ授業が開始 （５／21）
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し
た
。
子
ど
も
達
の
頑
張
る
姿

を
、
力
に
し
て
い
た
だ
け
た
ら

と
い
う
思
い
と
、
学
校
に
通
う

仲
間
と
し
て
、
子
ど
も
を
見
守

る
た
め
の
一
役
を
担
っ
て
も
ら

い
た
い
と
、
願
い
を
込
め
ま
し

た
。

　

私
達
は
、
人
生
の
先
輩
が
築

い
て
き
た
歴
史
の
お
か
げ
で
生

か
さ
れ
て
い
ま
す
。
授
業
を
通

じ
て
、
私
達
も
先
輩
か
ら
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
聞
き
な
が
ら
、
学

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

行
政
の
新
た
な
取
り
組
み

が
、「
健
康
で
、
生
き
が
い
を
持

ち
な
が
ら
、
故
郷
に
住
み
続
け

た
い
」
と
い
う
高
齢
者
の
思
い

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

入
学
式
で
の
生
徒
の
皆
さ
ん

は
、
生
き
生
き
し
て
お
り
、
ま

る
で
青
春
時
代
を
思
い
出
し
て

い
る
か
の
よ
う
で
し
た
。

　

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り

を
、
学
校
方
式
と
い
う
環
境
で

整
え
ま
し
た
。
国
語
、
夏
休
み
、

バ
ス
遠
足
な
ど
、
懐
か
し
さ
を

感
じ
る
単
語
が
並
び
ま
す
。
子

ど
も
時
代
の
記
憶
を
よ
み
が
え

ら
せ
な
が
ら
、
新
た
な
生
き
が

い
づ
く
り
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
。
私
達
も
、
自
主
的
に
何
か

を
学
び
た
い
と
思
う
皆
さ
ん
の

熱
い
気
持
ち
に
、
応
え
ら
れ
る

よ
う
な
授
業
を
展
開
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
の
授
業
で
は
、
南
部
町
の

子
ど
も
達
の
活
躍
を
紹
介
し
ま

仲
間
と
楽
し
く
生
き
が
い
づ
く
り

　

歳
以
上
の
会
員
で
活
動
す
る 
Ｕ  
Ｕ 
ク
ラ
ブ

ゆ
う 
ゆ
う

50

ゴ
ル
フ
大
会
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、
競
争
心

が
芽
生
え
て
し
ま
い
ま
す
が
、

そ
の
気
持
ち
も
健
康
づ
く
り
や

生
き
が
い
づ
く
り
に
つ
な
が
る

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

一
番
大
切
な
こ
と
は
、
み
ん

な
で
楽
し
む
こ
と
。
Ｕ
Ｕ
ク
ラ

ブ
に
は
特
に
決
ま
り
事
が
な
い

の
で
、
自
由
に
活
動
で
き
ま
す
。

そ
し
て
、
何
か
を
や
り
遂
げ
た

時
の
達
成
感
を
、
仲
間
で
味
わ

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
後
も
ク
ラ
ブ
を
通
じ
て
、

健
康
で
、
地
域
社
会
の
一
員
で

あ
り
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

町
内
に
は
、
ま
べ
ち
笑
楽
校

の
よ
う
な
生
き
が
い
づ
く
り
を

目
的
と
し
た
サ
ー
ク
ル
や
団
体

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
、
健

康
づ
く
り
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
っ
て
い
る
「 
Ｕ  
Ｕ 
ク
ラ

ゆ
う 
ゆ
う

ブ
」
に
つ
い
て
、
中
村
正
一
郎
会

長
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

み
ん
な
で
楽
し
く
活
動

　

Ｕ
Ｕ
ク
ラ
ブ
は
、　

歳
以
上

50

が
会
員
と
な
り
、
現
在
約　

人
50

で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
中
心
に
活

動
し
て
い
る
ほ
か
、
町
内
の
ゴ

ミ
拾
い
な
ど
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
、

ペ
タ
ン
ク
大
会
や
グ
ラ
ウ
ン
ド

果樹の散策ウォークにはＵＵクラブの会員が案内役を務めました

し
た
。

　

ク
ラ
ブ
名
の
「
Ｕ
Ｕ
」

に
は
、
楽
し
く
愉
快
に

「
愉
愉
」、
優
し
い
心
で

「
優
優
」
な
ど
、
十
訓
の
意

味
が
あ
り
、
活
動
の
根
幹

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
発
足
は
平
成
６

年
。
当
時
、
旧
名
川
町
が

同
町
在
住
の
高
齢
者
男
性

の
生
き
が
い
事
業
と
し
て

主
催
し
た
「
男
の
料
理
教

室
」の
参
加
者
を
中
心
に
、

女
性
を
加
え
て
誕
生
し
ま

ＵＵ十訓で活動

中村 正一郎 さん
（上名久井）

まべち笑楽校開校

熱い気持ちに応え
られる授業を
校　長　
山田　義雄　教育長
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　うぐいすマラソン大会が４月21日、ふくち
運動公園福地多目的広場を発着とするコース
で開催され、557人の選手が雨にも負けず懸命
な走りを見せました。
　開会式では坂本副町長が「目標タイムをクリ
アできるよう期待します」とあいさつ。続いて
南部中学校３年の水梨子真穂さんが「練習の成
果を十分に発揮し、最後まであきらめず走り抜

全国各地からの応募があり、遠くは福岡県からの参加者もありました

くことを誓います」と力強く宣誓しました。
　選手は３・５・10キロの距離別、男女別に分
かれ、アップダウンの激しいコースを力走。声
援を背に、自慢の健脚を競い合いながらゴール
を目指していました。
　また、親子での参加者も多数あり、子どもの
手を引きながら、「がんばろう」と声をかけて走
る姿も見られました。

雨にも負けず懸命な走り
うぐいすマラソン大会

　Ｂ＆Ｇ会長杯三戸郡中学校バレーボール大
会が４月27・28日に名川中学校で開催され、
男女７チームが参加し、白熱した試合を繰り
広げました。
　名川中女子チームは声をかけ合いながら、
スパイクを連発。点数が入るたびにハイタッ
チで喜び合いました。また、会場からは勝利
を目指す懸命な姿に、熱い声援が送られてい
ました。
優勝チーム　男子・田子中／女子・川内中

鋭いスパイクを放つ名川中学校の選手

白熱した試合に熱い声援
Ｂ＆Ｇ会長杯三戸郡中学校バレーボール大会

　「奇跡のりんご」で知られる弘前市の木村秋
則さんを講師に迎え、木村秋則自然栽培ふれ
あい塾（木村塾）の開講式が４月24日、南部
公民館で開かれました。木村さんは「安心、安
全な農作物を作り、健康で幸せな生活ができ
る一役を担いたい」と意欲を見せていました。
　講習は９月まで計５回行われる予定で、全
国から80人の受講生が参加。とうもろこしや
トマトを作りながら、農薬や肥料を使わない
独自の栽培方法を学びます。

諦めず挑戦すれば奇跡が起きると熱弁する木村さん㊨

独自の栽培方法を学ぶ
木村秋則自然栽培ふれあい塾
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　南部町春まつりが５月３・４日、法光寺境内
を主会場に行われました。
　まつりのオープニングを飾る稚児入山行列
には町内の幼稚園、保育園の園児ら31人が参
加。色鮮やかな衣装を身にまとい、境内を華
やかに彩りました。沿道には父母や来場者
が、カメラを構えて撮影しながら見送り、「か
わいいねえ」などと声を掛けていました。
　開会式では、春まつり実行委員会の松本 保  築 

やす ちく

会長が「熱気あふれる催しを、２日間楽しんで
ください」とあいさつ。ステージでは、片岸え
んぶり組や町郷土芸能保存会による「芸ノ祭
典」、名久井農業高校の生徒による「名農豊穣太
鼓」なども行われ、賑わいを見せていました。
　また、今年は「東北に笑いと音楽を届けよう
プロジェクト」として、落語家の 古  今  亭  駿  菊 

こ こん てい しゅん ぎく

さんが、笑いを誘う語りを披露したり、音楽
バンドのＮＯＸＡＨ（ノア）が、迫力ある演
奏をし、祭りを盛り上げました。

南京玉すだれを披露した古今亭駿菊さん㊧／熱いライブをみ
せたNOXAH

華やかに彩る稚児行列
南部町春まつり

　果樹の花見散策ウォークが５月４日に開催
され、町内外から参加した約150人が、南部町
の自然を満喫しました。
　参加者は、法光寺を発着点にした約５キロ
のコースを思い思いのペースで歩き、梅の花
の色や香りを楽しんだり、記念写真を撮るな
どして、爽やかな汗を流していました。
　散策後には、菊巻き寿司やせんべい汁、手打
ちそばが振る舞われ、参加者は郷土料理に舌
鼓を打っていました。

果樹の町として農業観光の最初のイベント

自然を満喫し爽やかな汗
果樹の花見散策ウォーク

　５月３日、名久井岳山開き及びチェリリン
村、長谷ぼたん園ふるさとの森安全祈願祭が
名久井岳の５合目で行われました。
　出席した町内の登山愛好者や町関係者ら約
20人は、玉串を捧げ期間中の無事を祈願した
あと、テープカットをしてシーズン到来を祝
いました。
　名久井岳早朝登山会の久保久夫会長は「健康
づくりのために、毎月登山を続けます」と話し
ていました。

615ｍの山頂からは岩手山や八甲田山などが見えます

春山シーズン到来
名久井岳で安全祈願祭

ながわ農業観光案内所から法光寺までを練り歩いた園児
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春の叙勲 ４月29日付け政府が発表した 2013 年春の叙勲で、当町からは
４人が受章しました。

　庭田豊茂さんは、昭和33年に左官職人
の道を歩み始めました。多くの資格を取
得したほか、日本左官業組合連合会東北
ブロック会の理事を務めるなど、業界発
展のため運営に取り組んできました。ま
た作業現場の安全衛生の向上、若者技能
工の育成に尽力してきました。
　庭田さんは「日本の伝統技術を、少し
でも伝えることができれば幸いです」と
話していました。

 旭  日  双  光  章 
きょく じつ そう こう しょう

専門工事業振興功労

庭田　豊茂 さん（苫米地）

　鈴木聰さんは、昭和32年４月以来、平
成７年３年に南部中学校校長を最後に退
職するまでの38年間にわたり、学校教育
の振興などに大きく貢献しました。
　外国人を講師に迎え、英語教室を実施
させたり、文武両道の教育愛は、地域住
民の教育に対する関心を高めました。
　鈴木さんは「名誉ある章をいただき、
恐縮しています」と驚きを見せていまし
た。

 瑞  宝  双  光  章 
ずい ほう そう こう しょう

教育功労

鈴木　 聰  さん（大向）
 さとし

　北城信子さんは、特別養護老人ホーム
「長老園」の主任看護師として、接遇を指
導したり、たん吸引などの専門研修指導
者としても尽力しました。また、介護支
援専門員の資格取得など、自己研鑽に励
み、福祉医療の向上に貢献しました。
　北城さんは「身の引き締まる思いです。
多年にわたり、皆様の温かいご指導、ご
支援に感謝します」とお礼の言葉を口に
していました。

 瑞  宝  単  光  章 
ずい ほう たん こう しょう

看護業務功労

 北  城 　信子 さん（小泉）
きた じょう

　谷内美智子さんは、保育士として27年
にわたり保育に従事し、乳幼児の保育に
尽力しました。また、後輩保育士の指導
や育成に努めたり、保護者にも適切で円
滑な対応をしました。
　谷内さんは「家族や職場の方々の理解
があって受章することができました。
灸継続は力なり球のもと、保育士に誇りを
持って取り組みます」と喜びを表しまし
た。

 瑞  宝  単  光  章 
ずい ほう たん こう しょう

児童福祉功労

谷内　美智子 さん（大向）
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となったのをきっかけに建設。延長100ｍの橋
が昭和33年５月に完成し、通学や通勤などに利
用されました。また、村民の交流に大きく関わ
り、中学校の統合にまで発展しました。
　式で工藤町長が「風情あるつり橋は、町民のシ
ンボル的な存在でした。愛された橋を記憶に留
めてほしい」と述べました。

愛された「つり橋」の記憶をいつまでも
　町は、平成23年９月の台風第15号で損壊した
苫米地橋（つり橋）の記念碑を、ふれあい公園
に建立。除幕式が５月２日に行われ、出席した
苫米地地区の行政員らが、思い出深いつり橋を
懐かしみました。
　苫米地橋は、馬淵川を境にして栄えてきた旧
田部村と旧地引村が、昭和の合併により福地村

苫米地橋記念碑除幕式

新
た
な
象
徴
と
な
っ
た
記
念
碑
の
完

成
を
祝
う
出
席
者

　今回は、名川観光さくらんぼ園振興会会長の山本又一さん
（下名久井）に、今年のさくらんぼの生育状況や育てるにあ
たっての工夫、６月下旬から７月中旬にかけて行われる「さ
くらんぼ狩り」についての思いなどを話していただきました。

さまざまな出来事をお伝えします

描の49

今
年
の
さ
く
ら
ん
ぼ
の
生
育
状
況

に
つ
い
て

　

今
年
は
東
北
地
方
を
中
心
に
気

温
が
低
い
日
が
続
い
た
影
響
で
、

さ
く
ら
ん
ぼ
の
開
花
が
平
年
よ
り

約
一
週
間
か
ら
十
日
ほ
ど
遅
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

よ
う
な
条
件
で
も
、
よ
り
多
く
収

穫
が
で
き
る
よ
う
に
様
々
な
工
夫

を
行
い
、
こ
れ
か
ら
の
天
候
し
だ

い
で
は
例
年
通
り
の
作
柄
が
期
待

で
き
る
よ
う
な
状
態
に
あ
り
ま
す
。

さ
く
ら
ん
ぼ
を
育
て
る
に
あ
た
っ

て
の
苦
労
と
対
策

　

前
段
で
も
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、

さ
く
ら
ん
ぼ
は
、
非
常
に
天
候
に

左
右
さ
れ
や
す
い
果
物
で
す
。
開

花
期
に
低
温
に
よ
る
霜
の
被
害
を

受
け
な
か
っ
た
さ
く
ら
ん
ぼ
で
も
、

収
穫
前
に
「
や
ま
せ
」
の
被
害
を
受

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
割
れ
を
起

こ
し
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
非
常
に
細
か
な
手
入
れ

が
欠
か
せ
な
く
、
丹
精
を
込
め
て

育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

天
候
に
な
る
べ
く
左
右
さ
れ
な

い
よ
う
な
工
夫
と
し
て
、
今
年
は

特
に
低
温
対
策
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
開
花
期
に
ビ
ニ
ー
ル
を
被

せ
た
り
、
火
を
た
い
て
園
地
を
暖

め
て
低
温
か
ら
守
る
な
ど
、
振
興

会
員
で
情
報
共
有
を
し
、
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
対
策
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

今
年
の
「
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
」
に

つ
い
て
の
思
い

　

さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
の
期
間
中
に

は
、
例
年
七
万
人
ほ
ど
の
方
が
県

内
外
か
ら
訪
れ
ま
す
。
園
地
に
来

て
い
た
だ
け
る
方
に
、
名
川
地
区

の
品
質
の
良
い
さ
く
ら
ん
ぼ
を
、

ぜ
ひ
食
べ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
「
マ

ナ
ー
講
習
会
」を
振
興
会
員
を
対
象

に
年
二
回
実
施
し
ま
す
。
観
光
客

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り

な
が
ら
、
お
も
て
な
し
が
で
き
る

よ
う
に
、
講
習
会
を
通
し
て
接
客

の
心
と
技
術
を
向
上
さ
せ
た
い
と

思
い
ま
す
。
訪
れ
る
方
々
が
笑
顔

に
な
り
、
思
い
出
に
残
る
よ
う
な

体
験
活
動
に
な
る
よ
う
、
こ
れ
か

ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

取
材
を
終
え
て

　

今
回
の
取
材
を
終
え
て
、
さ
く

ら
ん
ぼ
を
育
て
る
上
で
大
変
な
苦

労
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て

知
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
な
試

み
を
実
施
し
、
訪
れ
る
方
々
に
よ

り
満
足
い
た
だ
こ
う
と
す
る
山
本

さ
ん
の
熱
意
を
感
じ
ま
し
た
。

　

文
・
農
村
交
流
推
進
課　

秋
山　

将
毅　

名川観光さくらんぼ園振興会会長の山本又一さん
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期日　７月７日（日）　※雨天決行
場所　青森県西目屋村　世界遺産白神山地・暗門の滝
交通手段　貸切バスを利用します。当日は最寄りの乗
車場所に各自お集りください。▲

１号車　剣吉公民館（６時発）→名川Ｂ＆Ｇ海洋セ
ンター（６時10分）→現地▲

２号車　福地公民館（６時発）→現地▲

３号車　南部町民体育館（６時発）→現地
参加対象　高校生以上の町民
定員　80名（定員を超えた場合は抽選）
申込場所　南部町民体育館、名川Ｂ＆Ｇ海洋セン
ター、福地公民館

参加料　1,000円
申込期間　６月10日（月）～６月26日（水）
問合せ　南部町民体育館　☎0179-34-2761

南部町歩け歩け運動大会参加
者募集　５月21日、みちのく銀行労働組合（関川勇

一執行委員長）から、児童図書の購入に役立
ててくださいと、10万円の寄付金をいただき
ました。
　ありがとうございました。大切に使わせて
いただきます。

あたたかい善意に感謝

坂本副町長㊧に目録を手渡す関川勇一執行委員長㊥

公共工事契約状況（４月26日入札）　　　　　　　　　　　問合せ　財政課　（本庁舎）☎0178-84-2111

工　　期契約額（円）請負業者工事場所工　　事　　名

自：25年 5月 2日
至：25年10月31日28, 770, 000円㈱夏堀組埖渡地区小滝橋補修工事

自：25年 5月 2日
至：25年 6月28日1, 320, 900円㈱松本工務店沖田面地区老健施設加圧給水ポンプ・ユニッ

ト交換修繕工事

　次の町有地を、先着順で売却
します。
受付　８時15分～17時（土・日・
祝日は除く）。同一の日に複
数の申込みがあった場合は、
抽選となります。
申込み　申込書は財政課に備え
付けているほか、町のホーム
ページからもダウンロードで
きます。
その他　現地説明会は行いませ
んので、必ず現地を確認のう
え、お申し込みください。登
記面積での契約による売却と
し、境界標の滅失している物

旧麦沢集会所
住所／麦沢字差和11-1
地目／宅地
面積／1,472.70㎡
価格／3,100,000円

町有地を売却します
件は申し込み後に買受者と相
談し、必要があれば測量し復
元しますので、引渡しまで日

数を要することがあります。
問合せ　財政課（本庁舎）
　☎0178-84-2111

旧鳥舌内小学校跡地
住所／鳥舌内字七ッ役2-4
地目／学校用地
面積／4,704.79㎡
価格／14,820,000円
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▲

７月13日（土）
　13:00／出店コーナーオープン
　15:00／名農豊穣太鼓
　15:30／やしろ優のものまねショー
　17:00／岩手県山田町伝統芸能を披露
　18:00／やしろ優のものまねショー
　19:00／白神Special Live 2013
　20:15／ジャックド花火大会

▲

７月14日（日）
　 9:00／出店コーナーオープン
　10:00／ふくちYOSAKOI大会
　11:00／プリキュア握手会
　11:40／民謡・舞踊の祭典
　13:00／坂本りえ民謡ショー
　13:30／プリキュア握手会
　14:00／なまず勝ち抜き競泳会
　15:00／ネオバラッド オンステージ
　16:00／ONE MOVE ダンスショー
　16:30／田上よしえ＆鬼ヶ島 爆笑ライブ

問合せ　商工観光課（名川分庁舎）☎0178-76-3230

町
の
行
政
相
談
委
員

第22回ジャックドまつり
会場／南部町ふれあい公園

　

工
藤
さ
ん
に
変
わ
り
、
̑

月
̍
日
か
ら
中
村
一
雄
さ
ん

（
上
名
久
井
）
が
新
た
に
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

　

中
村
さ
ん
の
任
期
は
、
平

成　

年
̏
月　

日
ま
で
で
す
。

27

31

中
村
さ
ん
を
新
た
に
委
嘱

新任の中村一雄さん

　

総
務
大
臣
が
委
嘱
す
る
行

政
相
談
委
員
を
̑
期　

年
務

10

め
、
̏
月
に
退
任
し
た
名
川

地
区
担
当
の
工
藤
敏
雄
さ
ん

（
下
名
久
井
）
に
̑
月
̕
日
、

同
大
臣
か
ら
の
感
謝
状
が
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
庁
舎
で
行
わ
れ
た
贈
呈

式
で
は
、
総
務
省
青
森
行
政

評
価
事
務
所
の
野
呂
義
樹
所

長
か
ら
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
、

工
藤
さ
ん
は「
み
な
さ
ん
の
協

力
の
お
か
げ
で
、　

年
間
務

10

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」と

振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

　

年
間
務
め
退
任

10

感謝状を受け取る工藤敏雄さん㊧

鬼ヶ島

やしろ優田上よしえ
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まちの話題

車椅子も水拭きしピカピカになりました ４年後には成魚となって戻ってきます

感謝の言葉に笑顔
南部工業の生徒による美化ボランティア活動

　南部工業高校の２・３年生の生徒129人が４月
24日、町内の施設の清掃や道路のごみ拾いなど、
15班に分かれて美化ボランティア活動を行いま
した。
　介護老人保健施設「老健なんぶ」では、15人の
生徒が中庭の窓ふきや草刈りなどを実施。窓の
隅々まで目を配り、丁寧に清掃作業をしました。
　入所者からの「ありがとうございます」の言葉
に生徒は、笑顔を見せながら環境整備に努めてい
ました。

元気に戻ってきてね
名久井小の児童がサケの稚魚を放流

　名久井小学校の４・５年生71人が４月25日、馬
淵川親水公園でサケの稚魚約５万匹を放流しまし
た。
　これは、同校と名川Ｂ＆Ｇ海洋センターが協力
して行っている「水に賢い子どもを育む年間型活
動プログラム」の一環として実施。児童は、学校
で育てた稚魚と、馬淵川さけ・ます増殖漁業協同
組合（有谷俊一組合長）でふ化させた約５センチ
の稚魚に、「元気に戻ってきてね」と声をかけなが
ら放流しました。

福地小少年消防クラブの児童が初参加
三八地区消防協会三戸地区消防連絡協議会観閲式

　三戸地区消防連絡協議会観閲式が４月29日、上名
久井地区及び名川中学校周辺で行われ、南部町、三
戸町、田子町の消防団員約1,000人が、防災への意
気込みを示しました。
　団員は、観閲者である工藤町長からの観閲を受け
たあと、分列行進を開始。昨年度、全国優良少年消
防クラブを受賞した福地小学校の児童も参加しまし
た。
　ふるさと運動公園駐車場で行われた式典では、ま
とい振りやはしご乗り、ポンプ操法訓練を披露。ま
た工藤町長が「地域防災のリーダーとして、消防団
の果たす役割は大きくなっている。日々の訓練をお
こたることなく、一層精進されることを期待しま
す」と訓示しました。
　式典終了後には、玉落とし競技が行われ、各分団
が訓練の成果を競い合いました。
玉落とし競技優勝分団
【小型消防ポンプの部】南部町消防団南部第５分団
  南部町消防団南部第１分団
【自動車消防ポンプの部】南部町消防団南部第10分
  団

制服を着て堂々の行進を披露した福地小少年消防クラブの児童

地上約６ｍに設置されたボールを目がけて放水する玉落とし競技
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総会に出席した関係者を前にあいさつをする工藤町長㊧ 夢紀行は2,205円で町内の酒店で販売されています

河川整備の推進を要望
馬淵川とともに生きる期成同盟会総会

　平成23年９月の台風第15号を機に、馬淵川流
域における、安心で安全な地域社会の実現に向け
て設立した「馬淵川とともに生きる期成同盟会」
の総会が、５月８日に開催されました。
　総会には、馬淵川中下流域の八戸市、南部町、
三戸町の首長や地域住民らが参加。会長である工
藤町長のあいさつに続き、事務局から今年度の事
業計画書案や予算書案などの説明があり、秋には
河川整備の推進を青森県や国に要望する案が報告
されました。

自然本来の味と香りが楽しめる
地元ブトウを使用した赤ワインが完成

　佐々木幸雄さん（沖田面）が栽培しているブド
ウ（キャンベルスアーリー）を使った、赤ワイン
が販売されることになり、４月30日に完成品が本
庁舎でお披露目されました。
　原料のブドウは、有機肥料や減農薬で生産して
いるため、自然本来の味と香りが楽しめます。ま
た、外国に行った気分になってほしいことから
「夢紀行」と名付けられています。
　佐々木さんは「町特産品の認証を受けて、多く
の人に味わってもらいたい」と話していました。

まとめ買いする人もあり大盛況 毛ばたきを使ってさくらんぼの人工授粉を体験

販売の楽しさを体験
野菜苗５万本を一般に販売

　５月８・９日の２日間、名久井農業高校で野菜
苗販売が行われました。
　第３農場には、生徒が同校の栽培ハウスで育て
たキュウリやスイカなど、22種類・５万本の野菜
苗がずらり。多くの購入者で、朝早くから長蛇の
列ができていました。
　生徒は苗の説明から、運搬、伝票作成、会計と
全て担当し、販売の楽しさを体験。買い物客とコ
ミュニケーションを図りながら、汗を流して作業
をしていました。

やりがいを感じた支援活動
名久井農業高校１年生による春季農作業体験

　達者村農業観光振興会と名久井農業高校では毎
年、１年生を対象に農作業支援活動を行っていま
す。今年は５月９・10の２日間、102人の１年生
が、18戸の農家で農作業を学びました。
　開会式を行った後、生徒は３、４人に分かれ作
業場へ。剪定した木の後片付けや、野菜苗の植え
付けなどを手伝いました。さくらんぼの人工授粉
を手伝った生徒は「農家の大変さが分かった。丁
寧に作業をこなし、やりがいを感じた。」などと話
し、農業への理解を深めました。
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　青森県空手道選手権大会が４月21日に十和田市で行われ、町
空手道協会（なんぶスポーツ少年団）の選手が、好成績を収めま
した。上位入賞者は次のとおりで、個人戦入賞者は８月に宮城
県で開催される全国大会への出場権を得ました。
　また、東北中学生空手道選手権大会が５月12日、宮城県で行
われ、相内 美  空 さん（南部中３年）が組手で第３位となり、全国

み く

大会に向け、弾みをつけました。
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空手道協会の選手が県大会で大活躍

団体戦　小学校高学年男子形　準優勝
川村 正明 君、丸子 宗一郎 君、神代 英太郎 君（以上剣吉小６年）

組手形個人戦
優勝第３位丸子  眞  央  さん　　（剣吉小５年）

ま お

第３位準優勝佐々木  瑠  唯  さん（剣吉小６年）
る い

準優勝準優勝西村 陽太 君　　（南部中３年）
準優勝優勝相内  美  空  さん　　（南部中３年）

み く
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日土金木水火月
1615141312116月10日
アクアビクス
体験教室

エアロビクス教室水中運動体験教室/町
民温泉健康法教室/水
中ウォーキング教室/ら
くらくあしの運動体験/
巡回バス（Ｃ・Ｄコー
ス）/太極拳教室

流水健康教室/エア
ロビクス教室/初心
者水泳教室/やさし
い水中ウォーキン
グ教室

女性水泳教室/らく
らく水中ウォーキ
ング体験

小学生水泳教室/
水中運動教室/水
中ウォーキングと
水慣れ教室

23222120191817
エアロビクス教室水中運動体験教室/ヘ

ルシー塾健康教室2/
巡回バス（Ａ・Ｂコー
ス）/フラダンス教室
/太極拳教室

休館日休館日休館日小学生水泳教室/水
中運動教室/水中
ウォーキングと水
慣れ教室

30 292827262524
水中運動体験教室/
町民温泉健康法教室
/水中ウォーキング教
室/らくらくあしの運
動 体 験/巡 回 バ ス
（Ｃ・Ｄコース）

流水健康教室/エア
ロビクス教室/初心
者水泳教室/やさし
い水中ウォーキン
グ教室

女性水泳教室/らく
らく水中ウォーキ
ング体験

小学生水泳教室/水
中運動教室/水中
ウォーキングと水
慣れ教室

7654327月1日
エアロビクス教室ヘルシー塾健康教室/水

中運動体験教室/らくら
くあしの運動体験/巡回
バス（Ａ･Ｂコース）/フラ
ダンス教室/太極拳教室

流水健康教室/エア
ロビクス教室/初心
者水泳教室/やさし
い水中ウォーキン
グ教室

女性水泳教室/らく
らく水中ウォーキ
ング体験/ヨガ教室

小学生水泳教室/水
中運動教室/水中
ウォーキングと水
慣れ教室

141312111098
エアロビクス教室水中運動体験教室/

町民温泉健康法教室
/水中ウォーキング教
室/らくらくあしの運動
体験/巡回バス（Ｃ・Ｄ
コース）/太極拳教室

流水健康教室/エア
ロビクス教室/初心
者水泳教室/やさし
いウォーキング教
室

女性水泳教室/らく
らく水中ウォーキ
ング体験

小学生水泳教室/水
中運動教室/水中
ウォーキングと水
慣れ教室

厚生労働大臣認定・健康増進施設

バーデパークだより　☎0178−84−2850

期日　7月23日(火)～27日(土)
時間　9時30分～10時30分
対象　初心者の小学生
募集人数　35人（先着順）
受講料　会員／3,300円（入館料含む５回
分）、一般／5,500円（入館料含む５回分）

パート・アルバイト募集

　今月の鍋料理は「海鮮ねぎま鍋（980
円）」です。焼きねぎやメバチマグロを
はじめ、海、山の具材がたくさん。生
姜醤油ベースのスープが食欲をそそり
ます。６月22日（土）～７月21日（日）。

短期水泳教室受講生募集

プールの監視、点検、清掃レストランホール及び調
理の補助内容

６人１人人数
８時～21時までの２～８
時間

５時～11時までの３～
４時間。月20日間程度。時間

高校生／時給660円
大学生以上／時給670円時給670円賃金

50ｍ以上泳げる高校生以
上（高校生は学校の許可が
必要）

土・日・祝日に勤務が可
能な人条件

６月16日（日）まで随時申込み
・写真を貼った履歴書をフロントへ提出してください。
・応募者には面接を行います。
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専門外来診察日

整形外科　 受付：11時30分まで

▲

６月22日（土） ９時～　　　工藤先生

予約制／受付10時
30分～10時50分先天性股関節脱臼

▲

６月22日（土）　　　　　　　工藤先生

受付：14時30分まで
初診の人は13時30分まで眼科

▲

６月12日（水） 14時～15時　木村先生▲

６月26日（水） 14時～15時　木村先生

泌尿器科　予約制

▲

６月11日（火） 13時～　　　柳沢先生▲

６月17日（月） 13時～　　　伊藤先生▲

６月25日（火） 13時～　　　柳沢先生

都合により変更になる場合がありますので
ご来院の際は、お問い合せください。

測定日:５月２日（木）曇り、５月15日（水）晴れ

土アスファルト地面の形状
測定日

測定地点 5月15日5月2日5月15日5月2日

0.0380.0360.0500.048役場本庁舎

0.0540.046−−杉沢研修館

0.0240.0240.0320.038中央公民館

0.0260.0240.0500.052名川南小学校

0.0340.0340.0400.040町民体育館

0.0220.0200.0340.034元二又屯所付近

国民健康保険　名川病院
☎ 0178−76−2001

診療科：外科、内科、循環器科、皮膚科、
　　　　肛門科、アレルギー科、歯科

放射線量測定結果（単位： μＳｖ/ｈ ）
マイクロシーベルトアワー

　問合せ　住民生活課（南部分庁舎）☎0179-34-2509 　ふれあい交流プラザの駐車場では現在、な
んぶ軽トラ市が、土曜日の５時から７時まで
開催されています。
　会場では、新鮮な野菜や華やかな鉢花、あ
たたかいコーヒなどが販売されていますの
で、みなさんのご来場をお待ちしています。

軽トラ市を開催中

和気あいあいとした雰囲気で行われています

あなたの子育て、応援します

福地保育園　　☎ 0178-84-4118
６月13日　お外で遊ぼう

わくわくひろば（体験活動）
木曜日／９時30分～11時

６月20日　お誕生会
６月27日　七夕制作
７月４日　七夕会

６月12・19・26日
７月３日

つどいのひろば（自由活動）
水曜日／９時30分～11時

６月10・17・24日
７月１・８日

子育てサークル にこちゃんクラブ
月曜日／10時～12時

なんぶ保育園　　☎ 0179-34-3034
６月13日　戸外遊び

こすもすクラブ（体験活動）
木曜日／９時30分～11時

６月20日　お散歩
６月27日　お誕生会
７月 ４日　七夕制作

６月10・12・17・19・24・26日
７月１・３・８日

サークルちびこす（自由活動）
月・水曜日／９時30分～12時

チェリー保育園　　☎ 0178-76-1115
６月８日（土）　運動会

ぴっぴクラブ（体験活動）
木曜日／９時30分～11時

６月13日　段ボールで遊ぼう
６月20日　戸外遊び
６月27日　お誕生会
７月４日　七夕制作

６月10・12・17・19・24・26日
７月１・３・８日

ぬくぬく（自由活動）
月・水曜日／９時30分～11時

おいでよ！子育て支援センター
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尼崎
一般戦

津一般戦児島一般戦

役立っています！ボートピアなんぶ交付金
ホタルの観賞イベントを催すことで、町外からの参加者との交流が図られるとともに、
特産品の販売、ＰＲをすることで地域の活性化に貢献できました。（長坂下ホタルの里）

丸亀一般戦 桐生一般戦

常滑ＳＧグランドチャン
ピオン決定戦

丸亀ＧⅢ企業杯

7 Ｊuly

福岡オール
女子戦

蒲郡一般
戦

大村ＧⅡＭＢ誕生祭

桐生ＧⅠ赤城雷神杯 住之江ＧⅢ新鋭リーグ戦

名川中学校図書室１階　☎0178−76−3121

休室日　毎週月曜日・国民の祝日・毎月第４金曜日

山本美香という生き方
山本　美香
日本テレビ編　著

間抜けの構造
ビート　たけし　著

僕はミドリムシで世
界を救うことに決め
ました。
出雲　充　著

決断の条件
Ｐ.Ｆ. ドラッカー　著

Books Selection

戸田一般戦
戸田オール
女子戦

桐生一般戦



平成25年6月平成25年6月平成25年6月平成25年6月
Friday

7
可燃　名川Ａ・南部Ａ・福地
個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　個・名病

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

Thursday

14
可燃　名川Ａ・南部Ａ・福地
個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　個・名病

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

13
段ボール　名川Ａ・南部Ａ
新・雑・チラシ　名川Ｂ・南部Ｂ
粗大　上斗賀・下斗賀・９区・10区・11区
個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

21
可燃　名川Ａ・南部Ａ・福地
個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　個・名病

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

20
新・雑・チラシ　名川Ａ・南部Ａ
ペットボトル　名川Ｂ・南部Ｂ
粗大　上中町・荒町・小波田
1 ・ 6　ぼたんの里
個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

28
可燃　名川Ａ・南部Ａ・福地
個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　個・名病

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

27
粗大　虎渡・二又・古町・馬場
個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

5
可燃　名川Ａ・南部Ａ・福地
個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　個・名病

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

4　広報７月号発行予定日
ペットボトル　名川Ａ・南部Ａ
段ボール　名川Ｂ・南部Ｂ
粗大　上名久井（上）・小向・正寿寺
個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

12
可燃　名川Ａ・南部Ａ・福地
個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　個・名病

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

11
段ボール　名川Ａ・南部Ａ
新・雑・チラシ　名川Ｂ・南部Ｂ
粗大　上名久井（下）・門前
３健　ゆとりあ
個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

　　Saturday　　 Sunday

8　可燃　名川Ｂ・南部Ｂ
個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

9

15　可燃　名川Ｂ・南部Ｂ
個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

16

22　鍋の日　可燃　名川Ｂ・南部Ｂ
個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

23

29　可燃　名川Ｂ・南部Ｂ
個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

30

6  可燃　名川Ｂ・南部Ｂ
個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

7

13　可燃　名川Ｂ・南部Ｂ
個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

14

個・かわむら …個別接種（かわむら内科クリニック）受付9時～11時30分、14時～17時30分（月・火・木・金曜日）、9時～11時30分（水・土曜日）※要予約（四種混合・ポリオ）
個・川外 …個別接種（川守田外科胃腸科）受付9時～11時、15時～17時（月・火・水・金曜日）、9時～11時（木・土曜日）※全予防接種予約制（希望日の10日程前まで）
個・はらだ …個別接種（はらだクリニック）受付8時30分～12時、15時～18時（月・火・水・金）、8時30分～12時（木・土）※要予約（四種混合・ポリオ）
個・名病 …個別接種（名川病院）受付13時～13時30分※要予約（四種混合・ポリオ・ヒブ・肺炎球菌・三種混合）
個・南病 …個別接種（南部病院）受付13時～13時30分※全予防接種予約制
※接種の種類・医療機関により事前の予約方法が異なります。各医療機関へ行かれる前に、ご連絡をお忘れのないようご注意ください。

【病院健診】
名川病院で平日に受診できます。

【集団検診】
受付時間など、詳しくは各世帯へ配布
した申込書をご覧になるか健康福祉課
（☎0178−60−7100）へお問い合わ
せください。

木

金 土 日



乳相 …乳児健康相談（H25.1～H25.3生）受付9時30分～9時50分、（H24.6～Ｈ24.8生）受付10時～10時20分
 1・6  …1歳6か月児健康診査（H23.10～H23.11生）受付12時～12時15分
３健 …3歳児健康診査（H21.11～H21.12生）受付12時～12時15分

WednesdayTuesdayMonday

12
可燃　名川Ｂ・南部Ｂ
缶・ビン・ペット　福地
個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

個・川外　ＢＣＧ

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

11
可燃　名川Ａ・南部Ａ　
個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

10
可燃　福地　　不燃　名川Ｂ・南部Ｂ
ビン　名川Ａ・南部Ａ
個・かわむら　個・川外 
個・はらだ　個・名病 　 

券
献
犬
献
鹸個・南病

個・南病　個・名病　ＢＣＧ

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

19
可燃　名川Ｂ・南部Ｂ
段・新　福地
個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

18
可燃　名川Ａ・南部Ａ
個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

17
可燃　福地　　不燃　名川Ａ・南部Ａ
ビン　名川Ｂ・南部Ｂ
個・かわむら　個・川外 
個・はらだ　個・名病 　 

券
献
犬
献
鹸個・南病

個・南病　ＢＣＧ

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

26
可燃　名川Ｂ・南部Ｂ
雑・チラシ・古布・その他の紙
缶・ビン・ペット　福地
個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

25
可燃　名川Ａ・南部Ａ
乳相　中央公民館
個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

個・かわむら　ＢＣＧ

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

24
可燃　福地　　不燃　名川Ｂ・南部Ｂ
ビン　名川Ａ・南部Ａ
個・かわむら　個・川外 
個・はらだ　個・名病 　 

券
献
犬
献
鹸個・南病

個・南病　ＢＣＧ

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

3
可燃　名川Ｂ・南部Ｂ　　不燃　福地
個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

2
可燃　名川Ａ・南部Ａ
個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

7月1日
可燃　福地　　不燃　名川Ａ・南部Ａ
ビン　名川Ｂ・南部Ｂ
個・かわむら　個・川外 
個・はらだ　個・名病 　 

券
献
犬
献
鹸個・南病

個・南病　ＢＣＧ

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

10
可燃　名川Ｂ・南部Ｂ
缶・ビン・ペット　福地
個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

個・川外　ＢＣＧ

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

9
可燃　名川Ａ・南部Ａ
個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

8
可燃　福地　　不燃　名川Ｂ・南部Ｂ
ビン　名川Ａ・南部Ａ
個・かわむら　個・川外 
個・はらだ　個・名病 　 

券
献
犬
献
鹸個・南病

個・南病　個・名病　ＢＣＧ

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

くらしのカレンダーくらしのカレンダーくらしのカレンダーくらしのカレンダーくらしのカレンダー

月

 可燃 …可燃物　不燃 …不燃物　粗大 …粗大ごみ　ペット …ペットボトル　新 …新聞紙　雑 …雑誌　段 …段ボール
名川Ａ … 名川Ａ地区（上中町、荒町、桜町、桜本町、新開地、剣吉山、虎渡、上斗賀、下斗賀、森越、卯月沢）
名川Ｂ … 名川Ｂ地区（上名久井、高瀬、上川原、平、広場、下名久井、五日市、鳥舌内、鳥谷、法光寺、水沢、助川、横沢、沢田、野場）
南部Ａ … 南部Ａ地区（５区、６区、７区、８区、９区、10区、11区、小波田第１、小波田第２）
南部Ｂ … 南部Ｂ地区（二又、古町、馬場、小向、正寿寺、門前、沖田面、赤石、玉掛、諏訪ノ平、相内）
福地Ａ … 福地Ａ地区（苫米地、片岸、高橋、小泉、麦沢、福田）
福地Ｂ … 福地Ｂ地区（あかね、東あかね、板橋、中央、椛木、法師岡、埖渡、杉沢、あけぼの）
福地 …… 福地全地区

火 水
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町
に
は
、
障
害
者
に
対
し
て
の

相
談
業
務
を
委
嘱
さ
れ
て
い
る
相

談
員
が
い
ま
す
。

　

相
談
員
は
、
身
体
障
害
者
や
知

的
障
害
者
の
福
祉
の
増
進
を
図
る

た
め
、
相
談
に
応
じ
た
り
更
生
の

た
め
に
必
要
な
援
助
を
行
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
相
談
員
の
方
と
担
当
地
区

は
次
の
み
な
さ
ん
で
す
。

▽
身
体
障
害
者
相
談
員

　

梶
原
ま
き
子
さ
ん（
南
部
地
区
）

　

田
口
敦
子
さ
ん（
名
久
井
地
区
）

　

工
藤
英
雄
さ
ん
（
剣
吉
地
区
）

　

吉
川
直
彦
さ
ん
（
福
地
地
区
）

▽
知
的
障
害
者
相
談
員

　

夏
堀
真
理
子
さ
ん
（
全
地
区
）

問
合
せ　

健
康
福
祉
課
（
名
川
分

庁
舎
）

☎
０
１
７
８
・　

・
７
１
０
０

60

　

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人

は
、
引
き
続
き
支
給
を
受
け
ら
れ

る
要
件
が
あ
る
か
確
認
す
る
た

め
、
受
給
者
全
員
が
現
況
届
を
提

出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
況
届
が
提
出
さ
れ
る
ま
で

は
、
６
月
以
降
の
児
童
手
当
が
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
期
限
ま
で

に
必
ず
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

提
出
期
限　

６
月　

日
㈮

28

提
出
の
必
要
な
書
類

▽
児
童
手
当
現
況
届

▽
受
給
者
の
保
険
証
の
写
し

提
出
先　

健
康
福
祉
課
（
名
川
分

庁
舎
）
ま
た
は
福
地
サ
ー
ビ
ス

班 （
本
庁
舎
）、 住
民
生
活
課（
南

部
分
庁
舎
）、
剣
吉
支
所

問
合
せ　

健
康
福
祉
課
（
名
川
分

庁
舎
）

☎
０
１
７
８
・　

・
７
１
０
１

60

　

病
気
や
け
が
な
ど
で
輸
血
を
必

要
と
し
て
い
る
人
の
命
を
救
う
た

め
、　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
健
康

16

69

な
人
に
、
献
血
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

▽
６
月　

日
㈭

27

　

南
部
分
庁
舎
／
９
時
～　

時　
11

30

分

　

福
地
公
民
館
／　

時　

分
～　

13

30

16

時
▽
７
月　

日
㈮

12

㈱
夏
堀
組
／
９
時
～　

時　

分

11

30

そ
の
他　

献
血
カ
ー
ド
、
保
険

証
、
運
転
免
許
証
な
ど
、
本
人

確
認
が
で
き
る
も
の
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

健
康
福
祉
課
（
名
川
分

庁
舎
）

☎
０
１
７
８
・　

・
７
１
０
０

60

　

町
で
は
巡
回
診
査
・
更
生
相
談

（
肢
体
不
自
由
の
み
）を
実
施
し
ま

す
。

対
象
者

▽
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
る
た
め
の
診
査
を
必
要
と
す

る
人
。 （
た
だ
し
、
既
往
歴
が
不

明
な
場
合
は
、
お
断
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。）

▽
身
体
障
害
者
手
帳
の
再
認
定
が

必
要
な
人
。

▽
身
体
障
害
者
手
帳
の
障
害
程
度

な
ど
の
変
更
を
必
要
と
す
る

人
。

▽
補
装
具
の
相
談
な
ど
を
希
望
す

る
人
。

期
日　

７
月　

日
㈬

10

受
付
時
間　

９
時
～　

時
11

　
（
診
査
は
９
時　

分
か
ら
）

30

場
所　

ゆ
と
り
あ

持
参
す
る
も
の　

印
鑑
、
身
体
障

害
者
手
帳
（
所
有
者
の
み
）

申
込
期
限　

７
月
２
日
㈫

申
込
み
・
問
合
せ　

健
康
福
祉
課

（
名
川
分
庁
舎
）

☎
０
１
７
８
・　

・
７
１
０
０

60

information

対先月比

人 口
男
女
世帯数

20,115人　
9,631人　
10,484人　
7,534世帯

（−31）
 （−24）
（− 7）
（− 3）

南部町の人口と世帯数
（平成25年５月20日現在）

６・７月の休日窓口開設日

平日は、予約制で18時まで窓口
を開設しています。

期日　６月15日㈯
　　　７月６日㈯、20日㈯
時間　８時15分〜12時
場所　住民生活課 （南部分庁舎）
業務内容　住民票・印鑑証明
書の交付、印鑑登録

その他　死亡届けは、全ての
庁舎で受付けます。

問合せ　住民生活課 （南部分庁舎）
☎0179-34-2509

相談案内

障
害
者
相
談
員

お知らせ
information

今月の納期
個人町民税（１期）
納期限　７月１日㈪
口座振替日　６月25日㈫
問合せ　税務課（南部分庁舎）
　☎0179-34-2586

提出期限

児
童
手
当

開催案内

身
体
障
害
者
巡
回
診

査
・
更
生
相
談

協力依頼

献
血
に
ご
協
力
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場
所　

名
川
中
学
校
図
書
室
１
階

問
合
せ　

社
会
教
育
課
（
南
部
分

庁
舎
）

☎
０
１
７
９
・　

・
２
１
３
２

34

　

総
合
型
ク
ラ
ブ
「
な
な
っ
ち
」

で
は
、
八
戸
大
学
の
三
島
隆
章
准

教
授
を
講
師
に
迎
え
、
運
動
神
経

な
ど
を
鍛
え
る
「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
」を
、

年
間
を
通
し
て
月
曜
日
に
開
催
し

て
い
ま
す
。
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
で
も

採
用
さ
れ
て
い
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

方
法
を
、
楽
し
み
な
が
ら
試
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

期
日　

６
月　

日
、
６
月　

日
、

10

24

７
月
８
日
、
７
月　

日
（
６
、

22

７
月
の
期
日
で
す
）

時
間　
　

時
～　

時

17

18

場
所　

ゆ
と
り
あ

対
象　

小
学
１
年
生
～
６
年
生

　

剣
吉
駅
前
駐
車
場
の
利
用
者
を

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
区
画　
　

区
画

11

使
用
期
間　

契
約
締
結
の
日
～
平

成　

年
３
月　

日
㈪
（
自
動
更

26

31

新
可
）

使
用
料　

月
額
３
千
円

申
込
み　

印
鑑
お
よ
び
車
検
証
な

ど
駐
車
す
る
自
動
車
の
車
種
・

車
両
番
号
の
確
認
で
き
る
も
の

を
持
参
し
、
財
政
課
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

財
政
課
（
本
庁
舎
）

☎
０
１
７
８
・　

・
２
１
１
１

84

　

最
近
、
ペ
ッ
ト
に
関
す
る
苦
情

が
増
え
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
を
飼

育
す
る
う
え
で
、
飼
い
主
の
心
掛

け
が
と
て
も
大
切
で
す
。
周
囲
に

迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
、
飼
育

の
仕
方
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

▽
犬
の
ふ
ん
処
理
は
し
っ
か
り
行

い
ま
し
ょ
う
。

▽
犬
の
放
し
飼
い
や
、
夜
中
に
放

す
こ
と
は
絶
対
に
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

　

犬
を
飼
っ
た
時
は
、
登
録
が
必

要
に
な
り
ま
す
（
登
録
料
１
頭
３

千
円
）。
ま
た
狂
犬
病
予
防
注
射

を
、
年
１
回
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

犬
が
死
ん
だ
場
合
は
、
死
亡
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

住
民
生
活
課
（
南
部
分

庁
舎
）

☎
０
１
７
９
・　

・
２
５
０
９

34

　

保
育
料
な
ど
の
徴
収
率
の
向
上

を
図
り
、
保
育
園
な
ど
の
運
営
に

係
る
貴
重
な
財
源
を
確
保
す
る
と

と
も
に
、
納
入
世
帯
と
滞
納
世
帯

と
の
不
公
平
を
是
正
し
て
い
く
た

め
、
徴
収
強
化
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

職
員
に
よ
る
夜
間
電
話
催
告
・

戸
別
訪
問
・
支
払
相
談
・
口
座
振

替
の
促
進
・
保
育
園
で
の
お
支
払

の
勧
奨
の
ほ
か
、
児
童
手
当
か
ら

の
徴
収
、
差
し
押
さ
え
な
ど
に
よ

る
強
制
徴
収
も
行
い
ま
す
。

　

納
付
で
き
な
い
特
別
の
事
情
が

あ
る
方
は
、
健
康
福
祉
課
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

健
康
福
祉
課
（
名
川
分

庁
舎
）

☎
０
１
７
８
・　

・
７
１
０
１

60

　

八
戸
地
域
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
で
は
、
７
月
１
日
㈪
か
ら
八

戸
清
掃
工
場
お
よ
び
八
戸
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
へ
搬
入
す
る
、
可
燃

ご
み
・
不
燃
ご
み
の
処
分
手
数
料

を
改
定
し
ま
す
。

▽
家
庭
系
一
般
廃
棄
物

　
　

㎏
ま
で
ご
と
に
１
５
０
円

50
▽
事
業
系
一
般
廃
棄
物

　
　

㎏
ま
で
ご
と
に
４
５
０
円

50
問
合
せ　

八
戸
地
域
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合

▽
可
燃
ご
み　

八
戸
清
掃
工
場

☎
０
１
７
８
・　

・
１
３
５
１

27

▽
不
燃
ご
み　

八
戸
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ

☎
０
１
７
８
・　

・
２
３
９
６

70

　

ハ
ー
ト
フ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の

皆
さ
ん
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
で

す
。
事
前
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
が
、
未
就
学
の
お
子
さ
ん
は

保
護
者
同
伴
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

期
日　

６
月　

日
㈰

23

時
間　
　

時　

分
～　

時

10

30

11

相談案内

保
育
料
な
ど
の
納
付

参
加
料　

な
な
っ
ち
会
員
は
無

料
。
会
員
以
外
は
各
回
３
０
０

円
。

申
込
み
・
問
合
せ　

総
合
型
ク
ラ

ブ
「
な
な
っ
ち
」
事
務
局
（
町

民
体
育
館
内
）

☎
０
９
０ ・
３
３
６
７
・
７
７
０
１

　

八
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
八
戸

市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
は
、
八
戸
市
近
隣
在
住
で

子
育
て
の
援
助
が
で
き
る　

歳
以

18

上
の
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
自

宅
で
の
子
ど
も
預
か
り
や
保
育
園

へ
の
送
迎
な
ど
、
子
育
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
い
人
は
、
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日　

７
月
４
日
㈭

時
間　
　

時
～　

時

10

11

場
所　

八
戸
市
総
合
福
祉
会
館

　

会
員
と
し
て
活
動
し
た
い
人

は
、
全
４
回
の
講
習
会
を
受
講
し

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

八
戸
市
社
会
福
祉
協
議

会
八
戸
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
７
８
・　

・
２
７
５
０

71

募集案内

剣
吉
駅
前
駐
車
場

参加募集

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

参加募集

子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

マナー改善

ペ
ッ
ト
の
飼
育

開催案内

お
は
な
し
会

改定案内
福
地
地
区
の
み
な
さ
ん
へ

ご
み
の
処
分
手
数
料

毎月22日は鍋の日で
す。鍋料理を味わいな
がら、家族や友人との
交流を深めましょう。
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町営市場の販売状況 （平成25年４月16日～平成25年５月15日）

前年単価（円）キロ単価（円）売上額（千円）販売数量（手）品　名

2491354063,010ふじ（りんご）
201937,34579,116サンふじ （りんご）
217562694,820シナノゴールド  （りんご）
98371524,090紅玉 （りんご）
176501673,368金星 （りんご）
6617029251,318いちご
95573085,430短根人参
187711,20216,960ゴボウ
14622733,360土付ごぼう
24017413,44477,260長　芋
7828828,5489,689にんにく
3681546,95845,146長芋の種
2851922371,235トックリ芋の種
2542281,8448,084ね　ぎ
3764121,0602,576ほうれん草
260359207576小松菜
4406351,1411,796ウルイ
2702779133,301きゅうり
419474466982シイタケ

※サクランボ出荷の際、目方不足に注意して下さい。
※全ての出荷容器に、県産と出荷者番号の表示をお願いします。
●休場日
　６月９日㈰、12日㈬、16日㈰、19日㈬、23日㈰、26日㈬
　　　30日㈰
　７月７日㈰、10日㈬、14日㈰、15日㈪、21日㈰、24日㈬
　　　28日㈰

合併処理浄化槽設置事業の補助

　町では、生活雑排水と、し尿を併せて処理す
る合併浄化槽を家庭で設置する場合に、経費の
一部を補助しています。
対象地域　次の①～③以外の人
①公共下水道予定処理区域（南部部地区の一部）
②農業集落排水事業処理区域（上名久井・下名
久井・片岸・苫米地・福田の各処理区）

③あかね・東あかね団地排水処理区域
補助対象者　住宅（店舗等の床面積が総面積の2
分の1未満である併用住宅を含む）に、合併処
理浄化槽を設置する人。または、合併処理浄
化槽が新たに設置される住宅を購入する人。

補助金額及び計画基数

申請　浄化槽設置前に申請書を提出してくださ
い。設置工事は、申請審査後に送付する交付
決定通知書が届いてからになります。

問合せ　建設課（南部分庁舎）☎0179-34-2518

「広報なんぶちょう」を会社やお店の宣伝に利用してみませんか

計画基数補助限度額区分

5基352,000円５人槽（床延べ面積130
㎡以下の場合）

15基441,000円６～７人槽（床延べ面積
130㎡以上の場合）

−588,000円
10人槽（２世帯住宅で
浴室及び台所が２つ以
上ある住宅）

　町では、新たな財源を確保するとともに、町民
サービスの向上と地域の活性化を図るため、「広
報なんぶちょう」に有料広告を掲載します。
　以下のとおり、掲載する広告を募集しますの
で、会社やお店の宣伝にご利用ください。
掲載枠及び料金
掲載位置は、お知らせページの最下段です。▲

掲載枠①　１段を活用（4.5㎝×17.6㎝）
　20,000円▲

掲載枠②　１段の1/2を活用（4.5㎝×8.8㎝）
　10,000円▲

掲載枠③　１段の1/3を活用（4.5㎝×5.8㎝）
　6,000円
詳細・問合せ
総務課（本庁舎）☎0178-84-2111

広告掲載のイメージ

この位置に掲載

掲載枠① 掲載枠② 掲載枠③
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ン
の
Ｅ
メ
ー
ル
に
よ
り
、
救
急
車

や
消
防
車
の
要
請
が
で
き
る
シ
ス

テ
ム
で
す
。
登
録
す
る
に
は
申
請

が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

▽
緊
急
通
報
Ｆ
Ａ
Ｘ
１
１
９

　
（
局
番
な
し
）１
１
９
。
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
１
１
９
通
報
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▽
消
防
情
報
案
内

☎
０
１
８
０
・
９
９
１
・
８
８
８

　

消
防
車
の
出
動
情
報
を
自
動
音

声
で
、
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

八
戸
広
域
消
防
本
部

☎
０
１
４
８
・　

・
２
１
３
５

44

　

八
戸
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
八

　

再
就
職
の
た
め
の
職
業
訓
練
を

実
施
し
ま
す
。
一
定
の
要
件
を
満

た
し
た
受
講
者
に
は
、
職
業
訓
練

受
講
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

Ｗ
ｅ
ｂ
コ
ン
テ
ン
ツ
デ
ザ
イ
ナ
ー

科▽
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
、
イ
ラ

ス
ト
制
作
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

を
取
り
入
れ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

作
成
を
習
得
。

▽
就
職
能
力
の
向
上
を
目
指
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

の
取
得
。

期
日　

７
月　

日
㈬
～　

月　

日

31

12

28

㈯
時
間　

９
時　

分
～　

時　

分

10

15

50

場
所　

Ｊ
Ｍ
Ｔ
Ｃ
八
戸
教
室
（
八

戸
市
長
苗
代
二
日
市
）

申
込
み　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
受
講

手
続
き
後
、
７
月
４
日
㈭
ま
で

に
Ｊ
Ｍ
Ｔ
Ｃ
八
戸
教
室
に
申
込

み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ　

Ｊ
Ｍ
Ｔ
Ｃ
八

戸
教
室

☎
０
１
７
８
・　

・
２
４
０
１

70

　

名
久
井
岳
早
朝
登
山
会
（
久
保

久
夫
会
長
）
で
は
、
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
毎
月
第
３
日
曜
日

の
登
山
を
通
じ
て
、
体
力
の
向
上

と
会
員
の
親
睦
を
図
っ
て
い
ま

す
。
４
月
か
ら
９
月
は
６
時
、　
10

月
か
ら
３
月
は
７
時
に
法
光
寺
駐

車
場
を
出
発
し
ま
す
。

問
合
せ　

町
民
体
育
館

☎
０
１
７
９
・　

・
２
７
６
１

34

　

八
戸
広
域
消
防
本
部
に
高
機
能

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
が
導
入
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
以
下
の
内
容
が

新
規
導
入
ま
た
は
変
更
に
な
っ
て

い
ま
す
。

▽
メ
ー
ル
１
１
９
の
新
規
導
入

　

聴
覚
や
言
語
機
能
に
障
害
の
あ

る
人
な
ど
、
電
話
で
の
通
報
が
困

難
な
人
が
、
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ

戸
清
掃
工
場
隣
接
）
で
は
、
同
場

所
に
お
い
て
６
月
の
体
験
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

　

申
込
み
期
限
は
、
開
催
日
の
前

日
ま
で
で
す
。
ま
た
、
用
意
す
る

材
料
が
あ
り
ま
す
の
で
、
電
話
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

☎
０
１
７
８
・　

・
２
３
９
６

70

▽
エ
コ
布
ぞ
う
り
作
り
教
室

期
日　

６
月
８
日
㈯
・　

日
㈰

23

時
間　

９
時
～　

時
12

定
員　

各
４
人

▽
押
し
花
入
り
は
が
き
教
室

期
日　

６
月
９
日
㈰

時
間　
　

時
～　

時

10

12

定
員　

４
人

▽
牛
乳
パ
ッ
ク
小
箱
作
り
教
室

期
日　

６
月　

日
㈯

22

時
間　
　

時
～　

時

10

12

定
員　

４
人

編集後記
　まべち笑学校の入学式では、参

加者が少し緊張した様子でした

が、来賓のあたたかい言葉が続く

と、和らいだ表情に。お祝いの紅

白餅を思い出に、友達と楽しい学

校生活を送ってください。【oga】

受講募集

求
職
者
支
援
訓
練
受
講

生

会員募集

名
久
井
岳
早
朝
登
山
会

行政相談・人権相談

日時　７月４日（木）
時間　13時～15時
場所　福地公民館、中央公民館、
南部公民館
問合せ△

行政相談は総務課（本庁舎）
　☎0178-84-2111△

人権相談は住民生活課（南部分
庁舎）☎0179-34-2509

迅速対応

高
機
能
消
防
指
令
セ
ン

タ
ー
導
入

大向ぼたんの会が奉仕作業

　長谷ぼたん園の開園が近づく
５月15日、 大向ぼたんの会 （山﨑理
市会長） では、長谷ぼたん園の園
地の奉仕作業に取り組みました。
　約30人の参加者は、列を作りな
がら草取りを開始。観光客に喜
んでもらえるよう、思いを込めな
がら、汗を流していました。
　山﨑会長は「少しでも役に立て
ればうれしい。今年もきれいな
花が咲けばいいですね」と話して
いました。

おわびと訂正
　５月号24ページ、下水道整備工
事の工事期間に誤りがありました。
訂正しておわび申し上げます。
誤：５月から平成26年10月
正：５月から平成26年３月

開催案内

６
月
体
験
教
室
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【
地
域
主
権
一
括
法
】　

地

域
の
自
主
性
及
び
自
立
性

を
高
め
る
改
革
の
推
進
を

図
る
た
め
制
定
さ
れ
た
法

律
で
す
。

■
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
本
部
条
例
を
制
定

▽
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
特
別
措
置
法
の
公
布

に
伴
い
、
町
で
設
置
す
る

対
策
本
部
に
関
し
必
要
な

事
項
を
定
め
た
。

■
課
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
▽
青
森
県
立
自
然
公
園
条
例

に
基
づ
く
事
務
権
限
の
一

部
が
青
森
県
か
ら
当
町
に

委
譲
さ
れ
、
商
工
観
光
課

の
分
掌
す
る
事
務
に
、
名

久
井
岳
県
立
自
然
公
園
に

関
す
る
こ
と
を
加
え
た
。

第 32 号 発行・編集
議会広報編集委員会 ☎  0178・84・2111

■
敬
老
祝
金
支
給
条
例
の
一

部
を
改
正

▽　

歳
到
達
者
に
支
給
し
て

88い
る
敬
老
祝
金
の
額
を
１

万
円
か
ら
５
千
円
に
改
め

た
。

▽　

歳
に
な
っ
た
方
に
、
１

88万
円
を
支
給
し
て
い
る
と

こ
ろ
を
̑
千
円
に
減
額
す

る
こ
と
は
、
町
民
の
納
得

を
得
ら
れ
る
の
か
。

▽
採
決
の
結
果
、
賛
成　
17

人
、
反
対
１
人
。
賛
成
多

数
で
原
案
可
決
。

 
【
三
戸
郡
内
の
状
況
】　

歳
88

共
同
防
除
組
合
の
ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ

イ
ヤ
ー
購
入
を
助
成  
※
平
成　

年
度
一
般
会
計

25

到
達
時
に
支
給
す
る
自
治

体
は
、
当
町
を
含
め
、
２

町
の
み
。
１
０
０
歳
は
、

全
６
町
村
が
支
給
。

■
消
防
団
員
の
定
員
、
任

用
、
給
与
、
服
務
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

▽
町
消
防
団
の
分
団
長
及
び

副
分
団
長
は　

歳
、
部
長

65

及
び
班
長
は　

歳
と
定
年

63

の
区
分
及
び
年
齢
を
改
正

及
び
追
加
し
た
。

 
【
消
防
団
員
の
定
年
】　

消

防
団
長
・
副
団
長
は　

歳
。

70

分
団
長
・
副
分
団
長　

歳
、

65

部
長
・
班
長　

歳
。
団
員

63

　

歳
。

60
■
国
民
健
康
保
険
名
川
病
院

事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正

▽
名
川
病
院
で
交
付
す
る
各

種
診
断
書
等
の
区
分
及
び

金
額
を
改
め
た
。

■
養
育
医
療
費
用
徴
収
条
例

を
制
定

▽
地
域
主
権
一
括
法
の
施
行

に
伴
い
、
出
生
時
体
重
２

千
グ
ラ
ム
以
下
の
乳
児
が

１
歳
に
な
る
ま
で
の
間
、

指
定
医
療
機
関
か
ら
入
院

が
必
要
と
診
断
さ
れ
た
場

合
、
そ
の
治
療
に
要
す
る

経
費
を
所
得
に
応
じ
て
町

で
負
担
す
る
も
の
。

　

第　

回
定
例
会
に
は
、
条
例
の
制
定
及
び
一
部
改
正
、
人
事
案
件
、
平

49

成　

年
度
各
会
計
補
正
予
算
な
ど
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、

24
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
各
会
計
予
算
は
、
議
員
全
員
で
構
成
す
る
予
算
特

25

別
委
員
会
（
川
井
健
雄
委
員
長
）
に
付
託
さ
れ
、　

月　

日
・　

日
に
審

3

7

11

議
を
行
い
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、　

人
の
議
員
が
町
側
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

7

主
な
議
案

第　

回
南
部
町
議
会
定
例
会　
　

月　

日
〜　

月　

日

49

3

1

3

12

名久井岳（県立名久井岳自然公園）

敬
老
祝
金
支
給
条
例
の
一

部
改
正
に
反
対
（
立
花
寛

子
議
員
）
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見
附　
　

栄 
氏
（
広　
　

場
）

　

野
田　

忠
雄 
氏
（
野　
　

場
）

■
大
字
平
字
下
平
外　

字
財

14

産
区
管
理
会
委
員
̑
人
の

選
任
に
同
意

▽
砂
庭　

周
平 
氏
（　
 
平 　

）

　

村
井　

正
雄 
氏
（　
 
〃 　

）

　

松
井　

順
一 
氏
（　
 
〃 　

）

　

長
根　

喜
一 
氏
（　
 
〃 　

）

　

佐
藤　
　

實 
氏
（　
 
〃 　

）

 
【
財
産
区
管
理
会
委
員
】　

　

各
財
産
区
の
財
産
ま
た
は

営
造
物
の
管
理
な
ど
を
行

い
、
̓
人
以
内
で
構
成
し

ま
す
。

■
人
権
擁
護
委
員
２
人
の
推

薦
に
同
意

▽
工
藤　

信
一 
氏 
（
福　
　

田
）

　

小
池　

芳
実 
氏 
（
鳥　
　

谷
）

 
【
人
権
擁
護
委
員
】　

国
民

の
基
本
的
人
権
の
侵
犯
を

監
視
・
救
済
し
、
人
権
思

想
の
普
及
・
高
揚
に
努
め

法
務
大
臣
が
委
嘱
し
ま

す
。

■
平
成　

年
度
一
般
会
計
及

25

び
各
特
別
会
計
予
算

▽
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は

　

億
円
。
前
年
度
比
６
億

95５
千
万
円
（
６
・
４
％
）

の
減
と
な
っ
た
。
主
な
事

業
と
し
て
、
小
中
学
生
等

医
療
給
付
費
に
２
千　

万
52

円
、
児
童
手
当
に
２
億
６

千
８
５
６
万
円
、
青
年
就

農
給
付
金
事
業
に
１
千
７

２
５
万
円
、
共
同
防
除
組

合
の
ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
イ

ヤ
ー
購
入
助
成
に
６
０
０

万
円
、
住
宅
新
築
及
び
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
に
１
千
万

円
な
ど
を
計
上
。

　

ま
た
、
各
特
別
会
計
（　
19

会
計
）
の
総
額
は
１
１
２

億
５
千
４
４
７
万
８
千

円
。
前
年
度
比
８
億
１
千

４
１
１
万
５
千
円
（
７
・

８
％
）
の
増
と
な
っ
た
。

※
平
成　

年
度
各
会
計
予
算

25

の
詳
細
は
、
広
報
な
ん
ぶ

ち
ょ
う
４
月
号
に
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。

■
平
成　

年
度
一
般
会
計
補

24

正
予
算
（
第
６
号
）

▽
主
な
補
正
は
、
ひ
ろ
ば
台

団
地
̏
棟　

戸
分
の
建
設

12

に
１
億
̏
千
２
７
２
万
５

千
円
（
一
部
国
庫
補
助
）、

介
護
給
付
費
の
増
に
よ
り

介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出

金
に
１
千
１
１
２
万
５
千

円
を
追
加
。
減
債
基
金
費

に
１
億　

万
８
千
円
、
公

22

共
施
設
整
備
基
金
費
に
̏

千
９
０
６
万
５
千
円
、
地

域
福
祉
基
金
費
に
１
千
５

４
７
万
５
千
円
そ
れ
ぞ
れ

追
加
。

　

ま
た
、
各
事
業
費
確
定
に

よ
る
予
算
の
減
額
な
ど
も

含
め
、
合
計
で
１
億
２
千

８
８
６
万
８
千
円
を
追
加

し
た
。

■
各
施
設
の
指
定
管
理
者
を

指
定
（
̔
施
設
）

■
名
川
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
セ

ン
タ
ー

 
【
指
定
管
理
者
】　

ア
ー
ト

セ
ン
タ
ー
め
い
ぷ
る

 
【
期
間
】　

平
成　

年
４
月

25

１
日
か
ら
平
成　

年
̏
月

28

　

日
ま
で

31
■
名
川
チ
ェ
リ
ー
セ
ン
タ
ー

 
【
指 
定 
管 
理 
者
】 
　

名
川
チ
ェ

リ
ー
セ
ン
タ
ー
１
０
１
人

会

 
【
期
間
】　

平
成　

年
４
月

25

１
日
か
ら
平
成　

年
̏
月

28

　

日
ま
で

31
■
な
ん
ぶ
ふ
る
さ
と
物
産
館

 
【
指
定
管
理
者
】　

南
部
七

草
会

 
【
期
間
】　

平
成　

年
４
月

25

１
日
か
ら
平
成　

年
̏
月

28

　

日
ま
で

31
■
農
畜
産
物
加
工
処
理
施
設

「
そ
ば
の
里
け
や
ぐ
」

 
【
指
定
管
理
者
】　

な
が
わ

百
笑
苦
楽
部

 
【
期
間
】　

平
成　

年
４
月

25

１
日
か
ら
平
成　

年
̏
月

28

　

日
ま
で

31
■
名
川
特
用
林
産
物
加
工
セ

ン
タ
ー

 
【
指
定
管
理
者
】　

達
者
村

特
産
品
協
議
会

 
【
期
間
】　

平
成　

年
４
月

25

１
日
か
ら
平
成　

年
̏
月

28

　

日
ま
で

31
■
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
及
び

総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル

 
【
指
定
管
理
者
】　

　

財
団
法
人
南
部
町
健
康
増

進
公
社

 
【
期
間
】　

平
成　

年
４
月

25

１
日
か
ら
平
成　

年
̏
月

26

　

日
ま
で

31
■
名
川
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス

 
【
指
定
管
理
者
】　

合
同
会

社
ナ
ナ
セ

 
【
期
間
】　

平
成　

年
４
月

25

１
日
か
ら
平
成　

年
̏
月

26

　

日
ま
で

31
■
継
続
審
査
（
２
件
）

▽
消
費
税
増
税
の
中
止
を
求

め
る
意
見
書
提
出
の
陳
情

書
（
総
務
企
画
常
任
委
員

会
付
託
・
審
査
）

▽
「
緊
急
事
態
基
本
法
」
の

早
期
制
定
を
求
め
る
意
見

書
を
国
へ
の
提
出
を
求
め

る
陳
情
書
（
総
務
企
画
常

任
委
員
会
付
託
・
審
査
）

■
簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例

の
一
部
を
改
正

▽
平
成　

年
度
に
南
部
二
又

26

地
区
の
簡
易
水
道
事
業
を

八
戸
圏
域
水
道
企
業
団
へ

譲
渡
す
る
こ
と
に
伴
い
、

条
例
を
一
部
改
正
し
た
。

　
※
か
っ
こ
内
は
行
政
区
。

■
教
育
委
員
１
人
の
任
命
に

同
意

▽
宮
本　

佳
悦 
氏
（
新 
開 
地
）

 
【
教
育
委
員
】　

教
育
行
政

の
基
本
方
針
及
び
重
要
事

項
な
ど
を
審
議
し
ま
す
。

当
町
で
は
̑
人
で
組
織
し

て
い
ま
す
。

■
大
字
上
名
久
井
財
産
区
管

理
会
委
員
̏
人
の
選
任
に

同
意

▽
四
戸　

正
一 
氏
（
上
名
久
井
）

　

木
村　

一
雄 
氏
（　
 
〃 　

）

　

四
戸　

榮
二 
氏
（　
 
〃 　

）

■
大
字
平
財
産
区
管
理
会
委

員
̏
人
の
選
任
に
同
意

▽
西
村　

光
男 
氏
（　
 
平 　

）

 　矯 主な議案（第49回定例会）

継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た

陳
情
審
査
の
結
果
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■
県
立
名
久
井
岳
自
然
公

園
の
観
光
振
興
策

 
【
問
】　

名
久
井
岳
周
辺

へ
の
誘
客
な
ど
観
光
振

興
策
は
。（
根
市
勲
議

員
）

 
【
商
工
観
光
課
長
答
弁
】

南
部
町
春
ま
つ
り
や
ぼ

た
ん
ま
つ
り
な
ど
に
よ

り
誘
客
を
図
っ
て
い
る

が
、
さ
ら
に
集
客
で
き

る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

■
歴
史
及
び
郷
土
史
に
係

る
文
献
の
保
護
を

 
【
問
】　

個
人
が
所
有
す

る
も
の
で
管
理
で
き
な

く
な
っ
た
歴
史
及
び
郷

土
史
に
係
る
文
献
を
積

極
的
に
集
め
、
保
護
す

る
考
え
は
。（
川
守
田

稔
議
員
）

 
【
社
会
教
育
課
長
答
弁
】

当
町
で
は
、
歴
史
研
究

会
と
連
携
し
て
文
献
の

収
集
や
研
究
成
果
を
ま

と
め
た
冊
子
を
毎
年
発

行
し
て
い
る
。
今
後
も

引
き
続
き
貴
重
な
文
献

の
収
集
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

■
国
保
税
の
引
き
下
げ
を

 
【
問
】　

国
保
基
金
を
取

り
崩
し
、
国
保
税
の
引

き
下
げ
に
充
て
る
考
え

は
。（
立
花
寛
子
議
員
）

 
【
健
康
福
祉
課
長
答
弁
】

県
の
指
導
や
国
保
運
営

協
議
会
の
審
議
で
、
基

金
目
標
を
３
億
円
と
し

て
い
る
。

　
　

感
染
症
等
の
流
行
が

あ
っ
た
場
合
、
ひ
と
月

に
５
千
万
円
の
医
療
費

増
が
想
定
さ
れ
る
た

め
、
国
保
の
健
全
運
営

に
努
め
た
い
。

　
　

３
億
円
を
大
幅
に
超

え
た
場
合
、
国
保
運
営

協
議
会
で
の
協
議
と
な

る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

■
産
直
施
設
の
運
営

 
【
問
】　

産
直
施
設
の
経

営
に
つ
い
て
、
充
分
な

利
益
を
出
し
て
い
る
団

体
に
は
独
立
を
促
し
、

運
営
を
す
べ
て
譲
渡
し

て
も
い
い
の
で
は
。

（
夏
堀
文
孝
議
員
）

 
【
町
長
答
弁
】　

指
定
管

理
者
に
は
通
常
の
運

営
、
管
理
費
委
託
料
等

は
支
払
っ
て
い
な
い
た

め
、
運
営
的
に
は
自
立

を
し
て
い
る
形
が
取
ら

れ
て
い
る
。
運
営
を
す

べ
て
譲
渡
し
た
場
合
、

施
設
の
修
繕
や
老
朽
化

に
よ
る
建
て
か
え
な
ど

の
多
額
な
費
用
を
団
体

が
負
担
す
る
の
は
難
し

い
と
考
え
る
。

■
消
防
団
屯
所
に
お
け
る

備
品
の
購
入

 
【
問
】　

消
防
団
屯
所
を

建
て
直
し
た
場
合
の
備

品
の
購
入
に
つ
い
て
、

町
か
ら
負
担
し
て
い
た

だ
き
た
い
が
。（
工
藤

久
夫
議
員
）

 
【
総
務
課
長
答
弁
】　

基

本
と
し
て
は
、
消
防
車

両
が
入
り
、
団
員
が
待

機
で
き
る
最
低
限
の
も

の
で
整
備
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
も
備
品
は
前

の
屯
所
で
使
用
し
て
い

た
も
の
を
利
活
用
す
る

な
ど
、
分
団
が
用
意
を

し
て
い
る
。

■
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
今
後
の
運
営
方

法
の
検
討

 
【
問
】　

児
童
、
生
徒
数

の
減
少
に
よ
り
、
給
食

の
利
用
数
も
減
少
し
て

い
る
が
、
ひ
と
り
暮
ら

し
の
方
へ
も
提
供
で
き

る
よ
う
な
運
営
方
法

は
、
今
後
可
能
な
の

か
。（
川
守
田
稔
議
員
）

 
【
学
務
課
長
答
弁
】　

他

の
自
治
体
で
は
、
私
立

の
幼
稚
園
へ
給
食
を
提

供
し
て
い
る
例
も
見
受

け
ら
れ
る
た
め
、
こ
の

件
に
関
し
て
も
可
能
で

あ
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

■
全
棟
調
査
に
よ
る
固
定

資
産
税
の
賦
課
は
い
つ

か
ら
か

 
【
問
】　

町
が
実
施
し
た

全
棟
調
査
に
係
る
固
定

資
産
税
の
賦
課
は
い
つ

か
ら
行
う
の
か
。（
中

舘
文
雄
議
員
）

 
【
税
務
課
長
答
弁
】　

全

棟
調
査
は
、
照
合
作
業

が
終
わ
り
、
平
成　

年
24

度
か
ら　

年
度
ま
で
評

26

価
調
査
を
行
う
。
全
棟

調
査
の
固
定
資
産
税
を

賦
課
す
る
の
は
、
平
成

　

年
度
か
ら
。

27
■
集
会
所
施
設
整
備
の
方

針

 
【
問
】　

集
会
所
の
改
修
、

整
備
に
関
す
る
町
の
方

針
及
び
基
準
と
は
。

（
中
舘
文
雄
議
員
）

 
【
総
務
課
長
答
弁
】　

基

本
的
に
̍
行
政
区
に
̍

集
会
所
で
整
備
し
て
い

き
た
い
。
改
築
を
す
る

基
準
と
し
て
古
い
建
物

か
ら
進
め
て
い
く
。
た

だ
し
、
構
造
上
危
険
な

施
設
や
、
古
く
て
も
丈

夫
な
造
り
の
施
設
も
あ

る
た
め
、
状
況
に
応
じ

て
改
修
を
し
て
い
く
。

 
矯
議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑
●
本
会
議

●
予
算
特
別
委
員
会
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■
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス

テ
ム
や
ソ
フ
ト
に
係
る

経
費
の
節
約
を

 
【
問
】　

町
で
使
用
す
る

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス

テ
ム
や
ソ
フ
ト
に
お
け

る
更
新
、
維
持
、
保
守

点
検
の
費
用
を
軽
減
す

る
た
め
、
近
隣
市
町
村

と
共
有
化
す
る
考
え

は
。（
工
藤
久
夫
議
員
）

 
【
企
画
調
整
課
長
答
弁
】

現
在
、
三
戸
郡
内
で
費

用
を
軽
減
す
る
た
め
の

動
き
が
あ
る
。
実
際
に

県
主
催
の
研
修
会
も
開

催
さ
れ
て
い
る
。
各
自

治
体
に
よ
っ
て
シ
ス
テ

ム
、
ソ
フ
ト
、
更
新
の

時
期
が
違
う
た
め
、
協

議
を
し
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

■
小
・
中
学
生
の
医
療
費

無
料
化
に
お
け
る
事
務

の
効
率
化
を

 
【
問
】　

領
収
書
を
役
場

窓
口
に
届
け
て
精
算
す

る
方
法
で
は
な
く
、
病

院
窓
口
で
料
金
を
支
払

わ
な
く
て
も
良
い
方
法

に
で
き
な
い
か
。（
東

寿
一
議
員
）

 
【
健
康
福
祉
課
長
答
弁
】

病
院
の
窓
口
で
支
払
わ

な
い
方
法
で
進
め
て
い

き
た
い
が
、
関
係
機
関

と
調
整
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
。

■
共
同
防
除
組
合
へ
の
ス

ピ
ー
ド
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー

の
補
助
制
度
と
は

 
【
問
】　

共
同
防
除
組
合

へ
の
ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ

イ
ヤ
ー
購
入
に
対
す
る

補
助
金
支
給
の
基
準
と

は
。（
工
藤
正
孝
議
員
）

 
【
農
林
課
長
答
弁
】　

ス

ピ
ー
ド
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー

購
入
の
補
助
金
額
は
２

０
０
万
円
を
上
限
と
し

て
３
台
分
を
予
定
し
て

い
る
。
更
新
の
基
準
や

納
品
時
期
に
つ
い
て

は
、
新
年
度
に
検
討

し
、
事
業
を
進
め
た

い
。

■
畜
産
の
振
興
支
援
を

 
【
問
】　

町
の
畜
産
業
の

振
興
を
図
る
た
め
に
難

航
し
て
い
る
稲
わ
ら
の

確
保
を
支
援
す
る
考
え

は
。（
八
木
田
憲
司
議

員
）

 
【
農
林
課
長
答
弁
】　

米

の
政
策
で
あ
る
農
業
者

戸
別
所
得
補
償
制
度
の

中
の
耕
畜
連
携
助
成
と

し
て
、
脱
穀
後
の
稲
わ

ら
を
飼
料
に
す
る
資
源

循
環
の
取
り
組
み
に
助

成
を
行
う
制
度
が
あ
る

の
で
周
知
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
県
で
は
稲

わ
ら
の
あ
っ
せ
ん
会
を

開
催
し
て
い
る
。

■
「
馬
淵
川
と
と
も
に
生

き
る
期
成
同
盟
会
」
の

活
動
を
も
っ
と
活
発
に

 
【
問
】　

当
会
へ
町
が
負

担
す
る
予
算
が
少
な
い

よ
う
で
あ
る
が
、
水
害

常
襲
地
帯
で
あ
る
町
内

の
水
害
、
洪
水
対
策
に

何
回
も
会
議
を
開
い

て
、
活
発
な
議
論
が
で

き
る
よ
う
な
予
算
を
計

上
し
て
い
た
だ
き
た
い

が
。（
沼
畑
俊
一
議
員
）

 
【
建
設
課
長
答
弁
】　
「
馬

淵
川
と
と
も
に
生
き
る

期
成
同
盟
会
」
の
活
動

と
し
て
、
洪
水
対
策
に

お
け
る
陳
情
、
要
望
書

を
平
成　

年
３
月　

日

25

14

に
国
へ
提
出
す
る
と
し

て
い
る
。

■
除
雪
作
業
の
安
全
対
策

 
【
問
】　

集
会
所
や
消
防

団
屯
所
を
地
区
の
農
家

の
方
々
の
善
意
に
よ

り
、
ト
ラ
ク
タ
ー
等
で

除
雪
を
さ
れ
て
い
る
。

集
会
施
設
や
消
防
団
屯

所
は
、
緊
急
的
に
避
難

及
び
出
動
す
る
場
所
で

あ
り
、
町
側
で
除
雪
を

委
託
し
て
保
険
を
か
け

る
こ
と
も
考
え
る
べ

き
。（
夏
堀
文
孝
議
員
）

 
【
建
設
課
長
答
弁
】　

他

の
自
治
体
で
実
施
し
て

い
る
事
例
を
参
考
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

 　矯 議案に対する主な質疑（本会議・予算特別委員会）

馬
淵
川
と
と
も
に
生
き

る
期
成
同
盟
会

馬
淵
川
に
お
け
る
河

川
改
修
事
業
の
促
進

及
び
国
に
よ
る
中
下

流
一
体
管
理
を
目
的

と
し
た
協
議
会
で
、

八
戸
市
、
南
部
町
、
三

戸
町
の
関
係
者
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

工
藤
南
部
町
長
が
会

長
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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質　

問　

大
規
模
な
災

害
、
事
件
、
事
故
等
の
緊

急
事
態
に
お
い
て
、
住
民

の
生
命
・
財
産
を
守
る
た

め
の
情
報
を
伝
え
る
町
内

放
送
だ
が
、
聞
こ
え
に
く

い
地
域
が
あ
る
た
め
、
改

善
を
求
め
る
。

町
長
答
弁　

平
成　

年
度

22

に
デ
ジ
タ
ル
化
を
し
て
い

る
現
在
の
町
内
放
送
（
防

災
行
政
用
無
線
）
は
、
デ

ジ
タ
ル
化
以
前
に
比
べ
、

ス
ピ
ー
カ
ー
を　

カ
所
か

78

ら
１
０
８
カ
所
に
、
１
３

９
カ
所
あ
っ
た
戸
別
受
信

機
を
１
５
０
カ
所
に
増
や

し
、
火
災
・
防
災
情
報
や

町
か
ら
の
お
知
ら
せ
に
活

用
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
各
地
区

の
行
政
員
等
か
ら
聞
き
取

り
に
く
い
と
言
う
情
報
が

得
ら
れ
た
場
合
に
は
、
現

地
確
認
の
う
え
、
対
応
を

行
っ
て
い
る
が
、
周
辺
環

境
の
変
化
や
気
象
条
件
に

よ
り
聞
き
に
く
く
な
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
と
も
情
報
収
集

と
改
善
に
努
め
た
い
。

　

ま
た
、
万
が
一
、
災
害

が
発
生
し
た
場
合
は
、
町

内
放
送
の
み
な
ら
ず
、
職

員
に
よ
る
広
報
活
動
や
緊

急
速
報
メ
ー
ル
、
消
防
団

や
行
政
員
、
自
主
防
災
組

織
な
ど
、
複
数
の
情
報
伝

達
手
段
を
用
い
る
こ
と

で
、
正
確
か
つ
迅
速
な
情

報
伝
達
に
よ
り
、
町
民
の

安
心
安
全
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質　

問　

町
の
花
で
あ
る

ボ
タ
ン
が
１
３
０
種
̔
千

本
植
栽
さ
れ
る
長
谷
ぼ
た

ん
園
だ
が
、
道
路
幅
の
狭

さ
や
カ
ー
ブ
の
多
さ
か

ら
、
観
光
客
の
往
来
に
支

障
が
あ
る
た
め
改
良
を
求

め
る
。

　

ま
た
、
ボ
タ
ン
の
ほ

か
、
桜
や
シ
ャ
ク
ヤ
ク
、

フ
ジ
な
ど
を
活
か
し
、
長

期
に
渡
り
観
光
客
の
目
を

楽
し
ま
せ
る
花
園
と
す
る

考
え
は
。

町
長
答
弁　

大
型
バ
ス
で

長
谷
ぼ
た
ん
園
へ
お
い
で

に
な
る
観
光
客
に
は
広
域

農
道
や
県
道
櫛
引
・
上
名

久
井
・
三
戸
線
を
ご
利
用

い
た
だ
い
て
い
る
。

　

向
小
学
校
か
ら
長
谷
ぼ

た
ん
園
ま
で
の
町
道
を
大

型
バ
ス
が
交
互
交
通
で
き

る
幅
の
道
路
と
す
る
場

合
、
地
権
者
の
協
力
と
と

も
に
、
費
用
は
道
路
工
事

が
約
̐
億
円
、
橋
梁
工
事

が
約
̓
千
万
円
の
見
込
み

で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
改
良
工
事

に
は
、
交
通
量
と
経
済
効

果
の
考
慮
や
、
町
の
財
源

を
軽
減
す
る
た
め
、
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
な

ど
の
国
の
財
源
を
充
当
し

て
進
め
る
こ
と
と
な
る
。

　

現
在
、
交
付
金
を
活
用

し
て
い
る
事
業
は
、
南
部

中
学
校
裏
の
町
道
の
改
良

工
事
が
平
成　

年
度
ま
で

27

予
定
さ
れ
て
お
り
、
完
了

後
に
慎
重
な
計
画
を
立
て

な
が
ら
検
討
し
た
い
。

　

ぼ
た
ん
ま
つ
り
期
間
の

延
長
に
つ
い
て
は
、
ぼ
た

ん
ま
つ
り
実
行
委
員
会
よ

り
、
ボ
タ
ン
が
散
る
頃
に

咲
き
始
め
る
シ
ャ
ク
ヤ
ク

を
̎
千
本
植
え
て
祭
り
期

間
を
長
く
し
た
い
と
い
う

要
望
を
受
け
た
。

　

そ
こ
で
、
平
成　

年
度

25

か
ら
̎
カ
年
で
シ
ャ
ク
ヤ

ク
園
地
を
整
備
す
る
計
画

を
立
て
た
こ
と
か
ら
、
̎

年
後
に
は
ボ
タ
ン
、
シ
ャ

ク
ヤ
ク
を
合
わ
せ
て
１
万

本
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
、
名
実
と
も
に
東
北
一

の
ボ
タ
ン
園
に
な
る
も
の

と
思
っ
て
い
る
。

　

長
谷
ぼ
た
ん
園
に
隣
接

す
る
ふ
る
さ
と
の
森
公
園

に
は
１
千
本
の
桜
が
あ

り
、
そ
の
桜
、
ボ
タ
ン
、

シ
ャ
ク
ヤ
ク
に
加
え
、
そ

の
後
に
咲
く
ユ
リ
も
計
画

で
き
れ
ば
、
̐
月
か
ら
８

月
ぐ
ら
い
ま
で
花
の
観
賞

が
で
き
る
花
公
園
に
な
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

 　矯 一 般 質 問

工藤 幸子 議員

町内放送難聴地域の
状況把握と改善を 一

般

質

問

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

ボタンの花　（長谷ぼたん園）

東
北
随
一
の
長
谷
ぼ
た
ん
園
を

訪
れ
や
す
い
、
通
年
の
花
園
へ

戸別受信機
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質　

問　

南
部
町
が
参
加

し
て
い
る
広
域
事
務
組
合

の
う
ち
、
三
戸
地
区
環
境

整
備
事
務
組
合
、
三
戸
地

区
塵
芥
処
理
事
務
組
合
が

所
管
す
る
葬
祭
場
、
三
戸

衛
生
セ
ン
タ
ー
、
三
戸
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
大
規

模
改
修
の
整
備
計
画
に
つ

い
て
説
明
を
求
め
る
。

町
長
答
弁　

三
戸
地
区
環

境
整
備
事
務
組
合
で
は
、

し
尿
処
理
施
設
が
昭
和　
62

年
に
稼
働
し
て
か
ら　

年
27

目
を
迎
え
、
施
設
全
体
の

老
朽
化
も
目
立
ち
、
平
成

　

年
度
か
ら
平
成　

年
度

26

30

の
間
に
、
大
改
修
工
事
を

計
画
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
葬
祭
場
は
、
稼

働
し
て
か
ら　

年
が
た

40

ち
、
施
設
全
体
の
老
朽
化

や
炉
も
古
く
、
小
さ
い
こ

と
か
ら
、
大
改
修
工
事
で

は
な
く
更
新
す
る
方
向
計

画
中
で
あ
る
。

　

三
戸
地
区
塵
芥
処
理
事

務
組
合
で
は
、
ご
み
焼
却

施
設
が
平
成
̓
年
に
稼
働

し
て
か
ら　

年
経
過
し
、

18

平
成　

年
、　

年
の
改
修

13

14

工
事
か
ら　

年
が
経
過
し

10

て
い
る
。
焼
却
炉
を
長
く

活
用
す
る
た
め
に
、
平
成

　

年
度
、　

年
度
で
長
寿

25

26

命
化
整
備
計
画
を
作
成

し
、
平
成　

年
度
、　

年

27

28

度
で
工
事
計
画
し
て
い

る
。

質　

問　

大
規
模
改
修
に

関
し
、
構
成
３
町
の
負
担

割
合
や
補
助
金
等
の
活
用

は
。

町
長
答
弁　

改
修
等
に
伴

う
負
担
金
（
負
担
割
合
）

と
補
助
金
及
び
交
付
金
の

活
用
は
、
三
戸
地
区
環
境

整
備
事
務
組
合
の
し
尿
処

理
施
設
の
大
改
修
工
事
に

係
る
工
事
総
額
、
約
３
億

３
千
万
円
に
は
活
用
で
き

る
補
助
金
等
が
な
く
、
事

業
費
の　

％
に
起
債
を
充

90

当
し
、
残
り
の
３
千
３
０

０
万
円
を
３
町
で
案
分

し
、
当
町
の
一
般
会
計
に

よ
る
負
担
金
は　

％
の
１

44

千
５
０
０
万
円
と
な
る
。

　

葬
祭
場
の
施
設
更
新
に

係
る
工
事
費
総
額
は
、
約

５
億
円
と
見
込
ん
で
お

り
、
こ
れ
も
活
用
で
き
る

補
助
金
等
が
な
く
、　

％
70

は
起
債
を
充
当
す
る
。
残

り
１
億
５
千
万
円
を
３
町

で
案
分
し
、
当
町
の
一
般

会
計
に
よ
る
負
担
金
は　
53

％
の
̒
千
万
円
と
想
定
さ

れ
る
。

　

ま
た
、
三
戸
地
区
塵
芥

処
理
事
務
組
合
の
ご
み
焼

却
施
設
の
改
修
に
係
る
工

事
費
総
額
は
、
約　

億
̒

11

千
万
円
。
交
付
金
を
̎
億

９
千
万
円
活
用
、
さ
ら
に

起
債
を
充
当
し
、
残
り
の

約
１
億
３
千
万
円
を
３
町

で
案
分
し
、
当
町
の
一
般

会
計
に
よ
る
負
担
金
は　
45

％
の
５
千
８
０
０
万
円
と

な
る
見
込
み
。

　

な
お
、
起
債
は
、
し
尿

処
理
施
設
が
１
億
３
千
万

円
、
葬
祭
場
が
１
億
９
千

万
円
、
ご
み
焼
却
炉
が
３

億
３
千
万
円
と
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
８
年
で
償
還
す
る

見
込
み
。

　

合
計
で
、
約
８
億
円
を

南
部
町
が
負
担
す
る
見
込

み
で
あ
る
。

質　

問　

両
組
合
の
統
合

に
係
る
協
議
が
進
ん
で
い

る
が
、
町
の
見
解
と
、
統

合
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
と
は
。

町
長
答
弁　

統
合
に
つ
い

て
の
見
解
は
、
両
組
合
を

構
成
し
て
い
る
町
が
同
一

の
３
町
で
あ
る
こ
と
と
、

し
尿
処
理
と
塵
芥
処
理
は

極
め
て
関
連
性
が
あ
り
、

統
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

総
合
的
、
効
率
的
な
行
政

運
営
が
で
き
る
と
考
え
て

い
る
。

　

経
費
の
削
減
や
総
合

的
、
効
率
的
な
行
政
運
営

が
最
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

で
あ
る
。

　

デ
メ
リ
ッ
ト
は
極
め
て

少
な
い
が
、
統
合
し
て
も

現
在
の
施
設
を
活
用
す
る

た
め
、
距
離
が
あ
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。 

夏堀 文孝 議員

 　矯 一 般 質 問
大
規
模
改
修
計

画
に
つ
い
て

統
合
に
つ
い
て

三
戸
地
区
環
境
整
備
事
務
組
合
と
三
戸
地
区
塵
芥
処

理
事
務
組
合
の
大
規
模
改
修
計
画
と
町
の
財
政
負

担
、
組
合
の
統
合
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
。

※大規模改修に係る、施設ごとの負担割合。

塵芥処理場葬祭場し尿処理場
 南部町 ： 45.00％
 他２町 ： 55.00％
（三戸町、田子町）
※人口の割合、ごみの
量等で計算。

 南部町 ： 53.17％
 他２町 ： 46.83％
（三戸町、田子町）
※人口の割合で計算。

 南部町 ： 43.20％
 他２町 ： 56.80％
（三戸町、田子町）
※利用量等で計算。



30広報なんぶちょう　６月号

質　

問　

政
府
の
緊
急
経

済
対
策
と
し
て
示
さ
れ
た

各
種
事
業
の
う
ち
、
当
町

が
活
用
で
き
る
事
業
は
何

か
。

町
長
答
弁　

閣
議
決
定
さ

れ
た
日
本
経
済
再
生
に
向

け
た
緊
急
経
済
対
策
に
盛

り
込
ま
れ
た
地
域
の
元
気

臨
時
交
付
金
だ
が
、
現
段

階
に
お
い
て
概
要
の
み
で

詳
細
な
情
報
が
入
っ
て
お

ら
ず
、
今
後
の
制
度
設
計

が
進
む
に
つ
れ
、
町
の
対

応
も
必
要
に
応
じ
た
変
更

が
あ
る
こ
と
を
了
承
い
た

だ
き
た
い
。

　

交
付
対
象
に
関
し
て

は
、
現
段
階
で
町
が
活
用

で
き
る
事
業
は
、
農
道
保

全
事
業
（
県
営
事
業
）
の

町
負
担
分
９
１
０
万
円
の

み
と
な
っ
て
お
り
、
８
割

程
度
が
「
地
域
の
元
気
臨

時
交
付
金
」
と
し
て
交
付

さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

　

今
後
も
国
の
動
向
を
注

視
し
、
必
要
な
事
業
に
対

し
交
付
金
を
活
用
し
た

い
。

質　

問　

緊
急
経
済
対
策

と
し
て
示
さ
れ
た
復
興
・

防
災
対
策
に
対
す
る
町
の

対
応
に
つ
い
て
説
明
を
求

め
る
。

町
長
答
弁　

緊
急
経
済
対

策
の
復
興
・
防
災
対
策
と

し
て
町
に
当
て
は
ま
る
新

た
な
事
業
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
関
連
の
整
備
と
消
防
団

に
対
す
る
救
助
資
機
材
・

車
両
等
の
無
償
貸
与
の
２

つ
だ
と
考
え
て
い
る
。

質　

問　

高
齢
化
社
会
に

お
け
る
福
祉
行
政
の
課
題

と
対
策
に
つ
い
て
説
明
を

求
め
る
。

町
長
答
弁　

当
町
は
、
近

隣
市
町
村
と
比
較
し
、
介

護
施
設
の
基
盤
整
備
が
充

実
し
て
い
る
。
特
に
、
認

知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
は
三
戸
郡
内
の
定

員
数
３
８
７
人
に
対
し
、

１
４
４
人
の
定
員
が
確
保

さ
れ
て
お
り
、
郡
内
の
約

　

％
を
当
町
が
占
め
て
い

37る
。
ま
た
、
介
護
老
人
保

健
施
設
は
約　

％
を
当
町

57

が
占
め
て
い
る
。

　

高
齢
者
世
帯
へ
の
対
応

は
、
災
害
時
の
安
否
確
認

や
支
援
の
た
め
平
成　

年
20

度
か
ら
台
帳
を
整
備
し
、

毎
年
４
月
か
ら
６
月
に
か

け
て
保
健
師
が
一
斉
訪
問

し
た
結
果
や
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
協
議
会
の

月
例
会
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

情
報
を
基
に
更
新
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
消
防
団
や
自
主

防
災
会
、
民
生
委
員
、
児

童
委
員
、
日
赤
奉
仕
団
、

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
で

南
部
町
高
齢
者
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
を
設

置
し
、
支
援
体
制
構
築
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

質　

問　

定
住
人
口
増
に

向
け
、
若
者
ま
た
は
子
育

て
層
に
対
す
る
支
援
の
現

状
と
今
後
の
課
題
は
。

町
長
答
弁　

当
町
の
人
口

減
少
の
動
態
別
状
況
は
、

平
成　

年
度
の
統
計
調
査

23

に
よ
る
と
自
然
動
態
に
よ

る
減
少
が
２
０
５
人
で　
64

％
、
社
会
動
態
に
よ
る
減

が
１
１
６
人
で　

％
で
あ

36

る
。

　

当
町
で
は
、
定
住
に
関

す
る
施
策
と
し
て
中
学
生

ま
で
の
子
ど
も
の
医
療
費

無
料
化
や
住
宅
新
築
・
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
、
新

規
就
農
者
支
援
事
業
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事
業
を

実
施
す
る
ほ
か
、
平
成　
25

年
度
は
学
童
保
育
の
時
間

延
長
を
実
施
す
る
。

　

し
か
し
、
職
を
求
め
る

若
者
や
子
育
て
世
代
が
首

都
圏
等
へ
流
出
し
て
い
る

の
が
現
状
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
多
く
の
町

民
が
通
勤
し
て
い
る
近
隣

市
町
村
と
連
携
し
、
産
業

の
振
興
や
職
場
の
確
保
に

取
り
組
み
た
い
。

　

ま
た
、
子
供
や
妊
産
婦

の
健
康
対
策
や
子
育
て
家

庭
へ
の
経
済
的
・
時
間
的

支
援
と
し
て
、
①
母
子
保

健
事
業
、
②
予
防
接
種
事

業
、
③
医
療
費
給
付
事

業
、
④
保
育
事
業
に
つ
い

て
実
施
し
て
い
る
。

　

課
題
と
し
て
は
更
な
る

子
育
て
支
援
強
化
に
加

え
、
雇
用
対
策
、
就
労
支

援
対
策
、
休
暇
制
度
、
男

女
共
同
参
画
へ
の
取
り
組

み
、
充
実
が
挙
げ
ら
れ

る
。

政
府
の
経
済
対
策
と

補
正
予
算
に
対
す
る

町
政
の
取
り
組
み
は 中舘 文雄 議員

 　矯 一 般 質 問

①母子保健事業
乳幼児や妊婦の健康増進を目的とする各種
健康審査や悩み・健康相談教室の実施
②予防接種事業
予防接種法に基づく定期予防接種公費負担
に加え、ヒブ・小児用肺炎球菌・子宮頸が
んワクチンの３種の任意予防接種への助成
③医療費給付事業
中学校修了前までの子どもの保険適用分の
自己負担医療費に対する助成
④保育事業
保育園等の設置、延長保育の実施に加え、
地域子育てセンターの開設と学童保育の実
施

定
住
人
口
増
、
子
育

て
世
代
へ
の
対
策

高
齢
化
社
会
に
お
け

る
福
祉
行
政
の
課
題

と
対
策

防
災
、
減
災
対
策
と

し
て
考
え
ら
れ
る
対

象
事
業
は

南部町の主な子育て支援
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質　

問　

生
活
保
護
費
の

う
ち
、
生
活
費
に
当
た
る

生
活
扶
助
を
̏
年
間
で
段

階
的
に
引
き
下
げ
る
こ
と

で
、
町
へ
は
ど
の
よ
う
な

影
響
が
あ
る
か
。

町
長
答
弁　

生
活
保
護
費

の
引
き
下
げ
は
、
政
府
が

平
成　

年
度
予
算
案
で
生

25

活
保
護
の
生
活
扶
助
基
準

を
３
年
間
で
６
７
０
億
円

削
減
す
る
こ
と
を
決
め
て

い
る
。

　

こ
れ
は
、
国
策
で
あ

り
、
国
の
基
準
を
基
に
県

は
地
域
ご
と
の
基
準
の
見

直
し
を
行
う
も
の
と
思
わ

れ
る
た
め
、
動
向
を
注
視

し
た
い
。

質　

問　

政
府
は
、
地
方

公
務
員
の
賃
金
を
̓
月
か

ら
さ
ら
に
̓
・
̔
％
引
き

下
げ
る
こ
と
を
求
め
、
交

付
税
の
減
額
を
し
た
が
、

見
解
を
問
う
。

町
長
答
弁　

平
成　

年
度

25

に
お
い
て
地
方
公
務
員
の

給
与
に
つ
い
て
速
や
か
に

必
要
な
措
置
を
講
じ
る
よ

う
、
総
務
省
か
ら
要
請
が

あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
国
は
ラ
ス
パ

イ
レ
ス
指
数
が
１
０
０
を

下
回
っ
て
い
る
団
体
に
つ

い
て
は
新
た
な
削
減
を
求

め
な
い
と
の
考
え
を
示
し

て
い
る
た
め
、
県
や
近
隣

市
町
村
の
動
向
を
見
据
え

な
が
ら
対
応
し
た
い
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
に
も

行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん

で
き
た
た
め
、
地
方
交
付

税
の
特
定
し
た
削
減
や
、

使
途
を
強
制
す
る
方
針
に

は
甚
だ
遺
憾
で
あ
る
。

質　

問　

政
府
が
目
標
と

す
る
物
価
上
昇
に
よ
り
実

質
、
消
費
税
の
負
担
が
増

え
る
。
そ
の
上
、
消
費
税

を
引
き
上
げ
よ
う
と
し
て

お
り
、
所
得
の
落
ち
込
み

を
食
い
と
め
る
政
策
を
実

施
し
な
い
。

　

そ
れ
に
対
す
る
町
長
の

見
解
を
求
め
る
。

町
長
答
弁　

消
費
税
の
引

き
上
げ
は
、
経
済
状
況
等

を
総
合
的
に
勘
案
し
た
上

で
、
そ
の
施
行
の
停
止
を

含
め
、
所
要
の
措
置
を
講

じ
る
こ
と
が
法
律
の
付
則

に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
景
気
回
復
が
消
費

税
引
き
上
げ
の
条
件
で
あ

る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

　

国
は
、
消
費
税
の
引
き

上
げ
分
は
、
社
会
保
障
４

経
費（ 
年
金
、 医
療
及
び
介

護
、
社
会
保
障
給
付
並
び

に
少
子
化
対
策
）
に
充
て

る
と
し
て
お
り
、
地
方
は

社
会
保
障
対
策
に
要
す
る

経
費
に
充
て
る
も
の
と
さ

れ
て
い
る
が
、
使
途
を

し
っ
か
り
と
明
確
に
示
す

必
要
が
あ
る
と
思
う
。

質　

問　

町
独
自
の
中
小

企
業
対
策
と
政
府
へ
の
働

き
か
け
に
つ
い
て
説
明
を

求
め
る
。

町
長
答
弁　

直
接
的
に

は
、
町
の
業
務
で
必
要
な

物
品
の
購
入
や
公
共
事
業

な
ど
競
争
原
理
に
基
づ

き
、
で
き
る
限
り
町
内
の

業
者
や
商
店
に
お
願
い
し

て
い
る
。

　

間
接
的
に
は
、
町
商
工

会
の
事
業
運
営
補
助
金
や

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行

業
務
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

支
援
事
業
等
へ
助
成
を

行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
町
内
の
企
業
が

融
資
を
受
け
る
際
に
、
信

用
保
証
協
会
か
ら
保
証
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
出
捐
金

を
拠
出
し
て
い
る
。

　

政
府
へ
の
働
き
か
け
に

つ
い
て
は
、
一
つ
の
自
治

体
と
し
て
で
は
な
く
、

郡
、 県
、 全
国
の
町
村
会
組

織
と
し
て
行
っ
て
い
く
。

質　

問　

町
内
に
あ
る
橋

梁
の
老
朽
化
の
調
査
を
し

て
い
る
か
。

町
長
答
弁　

平
成　

年
度

22

に
町
道
に
か
か
る
橋
梁　
80

橋
の
う
ち
、
重
要
な　

橋
40

に
つ
い
て
専
門
業
者
に
よ

る
構
造
安
全
性
の
確
保
、

交
通
安
全
性
の
確
保
、
及

び
第
三
者
被
害
の
防
止
、

並
び
に
効
率
的
な
維
持
管

理
を
し
て
い
く
た
め
の
情

報
収
集
を
目
的
と
し
て
点

検
を
行
い
、
南
部
町
橋
梁

長
寿
命
化
修
繕
計
画
を
作

成
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
計
画
で
は
、
壊

れ
る
前
に
痛
ん
だ
と
こ
ろ

を
適
切
に
補
修
し
、
長
寿

命
化
を
図
り
、
可
能
な
限

り
コ
ス
ト
削
減
を
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

　

な
お
、
供
用
年
数
が　
50

年
以
上
の
橋
に
つ
い
て
は

架
け
替
え
を
す
る
こ
と
を

考
え
て
い
る
。

質　

問　

調
査
結
果
の
公

表
は
。

町
長
答
弁　

南
部
町
橋
梁

長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
つ

い
て
は
、
点
検
実
施
し
た

橋
の
健
全
度
な
ど
を
含

め
、
平
成　

年
７
月
に
町

24

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載

し
て
い
る
。

 　矯 一 般 質 問

立花 寛子 議員

政
府
が
推
し
進

め
る
デ
フ
レ
か

ら
の
脱
却
に
対

す
る
考
え
は

橋
や
跨
線
橋
の

安
全
に
つ
い
て

中
小
企
業
の
現

状
に
つ
い
て

全地方公共団体を同一の基準で比較するため、国の職員数（構
成）を用いて、学歴や経験年数の差による影響を補正し、国家
公務員の俸給月額を100として計算した指数。
全国平均：107． 0 (国給与基準改定後)
※国の時限的(２年間)な改定が無い場合：98． 9 

ラスパイレス指数とは
　　　　　　　　　　　　　　【総務省ホームページから】
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質　

問　

町
の
人
口
減
少

を
少
し
で
も
食
い
と
め
る

た
め
、
い
わ
ゆ
る
社
会
減

を
防
ぐ
た
め
、
次
に
上
げ

る
世
代
や
職
業
、
文
化
な

ど
各
方
面
に
対
す
る
施
策

に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
。

①
高
校
、
大
学
卒
業
者
の

地
元
へ
の
定
住
策
。
②
Ｕ

タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
者
の

受
け
入
れ
増
加
策
。
③
大

工
、
鉄
筋
工
、
型
枠
大
工

な
ど
の
職
人
の
育
成
策
と

定
住
策
。
④
芸
術
、
文
化

活
動
に
す
ぐ
れ
た
人
材
の

育
成
と
地
域
の
活
動
。

町
長
答
弁　

町
の
転
入
転

出
に
係
る
社
会
動
態
に
よ

る
減
少
を
防
ぐ
施
策
に
つ

い
て
説
明
し
た
い
。

　

初
め
に
、
①
高
校
、
大

学
卒
業
者
の
地
元
へ
の
定

住
及
び
②
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ

タ
ー
ン
者
の
受
け
入
れ
に

つ
い
て
は
、
多
く
の
働
く

場
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

　

し
か
し
、
企
業
誘
致

等
々
、
思
う
よ
う
に
進
ま

な
い
部
分
も
あ
り
、
広
域

連
携
し
通
勤
で
き
る
範
囲

内
で
誘
致
す
る
こ
と
も
大

事
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

教
育
分
野
で
は
、
町
単

独
の
奨
学
金
制
度
に
お
い

て
、
卒
業
後
に
引
き
続
き

　

年
以
上
当
町
に
居
住
し

10た
場
合
は
返
還
金
の　

％
50

を
免
除
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に

関
連
し
、
町
の
農
家
を
中

心
と
し
た
若
者
が「
芽
組
」

と
い
う
グ
ル
ー
プ
を
立
ち

上
げ
て
お
り
、
農
業
に
関

す
る
活
動
や
起
業
を
し
た

い
と
意
欲
を
持
っ
て
い
る

た
め
、
何
か
行
政
と
し
て

も
支
援
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

次
に
、
③
大
工
、
鉄
筋

工
、
型
枠
工
等
の
職
人
の

育
成
策
に
つ
い
て
は
、
昭

和　

年
に
地
域
の
方
々
に

40
よ
る
職
業
訓
練
法
人
名
川

共
同
高
等
訓
練
校
が
創
立

さ
れ
た
が
、
平
成　

年
度

21

に
は
入
校
者
が
ゼ
ロ
と
な

り
閉
鎖
さ
れ
、
実
業
高
校

の
南
部
工
業
高
等
学
校
も

新
入
生
の
募
集
停
止
と
な

り
̎
年
後
に
は
閉
校
さ
れ

る
。

　

大
工
等
の
職
人
が
高
齢

化
し
て
き
て
お
り
、
業
界

に
と
っ
て
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
た
め
、
職
人
を
目
指

す
人
に
対
し
、
魅
力
を
体

験
で
き
る
場
を
提
供
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　

一
時
的
で
は
あ
る
が
、

国
の
政
策
に
よ
っ
て
公
共

事
業
が
多
く
な
り
、
地
元

雇
用
の
拡
大
と
職
人
を
目

指
す
若
者
が
増
え
て
く
れ

れ
ば
と
期
待
し
て
い
る
。

　

次
に
、
④
文
化
的
な
部

分
で
の
人
材
育
成
と
地
域

活
動
の
活
性
化
策
に
つ
い

て
は
、
町
民
の
芸
術
文
化

活
動
の
推
進
を
狙
い
と
し

て
趣
味
の
教
室
を
開
講
し

て
お
り
、　

の
講
座
に
３

23

０
０
名
を
超
え
る
町
民
が

参
加
し
、
資
質
や
能
力
の

向
上
に
加
え
、
交
流
を
深

め
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
域
に
対
す
る

愛
着
の
心
を
育
む
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
町
内
の

小
・
中
学
校
に
お
い
て
地

域
の
方
々
が
特
別
に
講
師

を
務
め
る
、
学
校
と
地
域

ネ
ッ
ト
推
進
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
町
の
郷
土
芸

能
保
存
会
や
え
ん
ぶ
り
保

存
振
興
会
な
ど
に
は
後
継

者
の
育
成
の
た
め
補
助
を

行
っ
て
い
る
。

質　

問　

総
務
省
の
各
種

地
域
自
立
支
援
制
度
を
活

用
し
て
、
町
の
活
性
化
に

つ
な
げ
る
取
り
組
み
は
で

き
な
い
か
。

町
長
答
弁　

当
町
で
は
地

域
お
こ
し
協
力
隊
を
導
入

す
る
た
め
、
平
成　

年
度

25

に
̎
名
を
採
用
す
る
予

定
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

は
、
都
市
住
民
を
受
け
入

れ
、
隊
員
と
し
て
委
嘱
す

る
も
の
で
、
隊
員
は
受
け

入
れ
自
治
体
へ
住
民
票
を

異
動
す
る
。

　

隊
員
は
、
概
ね
̍
年
か

ら
３
年
程
度
生
活
し
な
が

ら
地
域
づ
く
り
に
関
す
る

各
種
活
動
に
従
事
す
る
こ

と
と
な
り
、
募
集
、
活
動

等
に
要
す
る
経
費
は
、
特

別
交
付
税
の
算
定
対
象
と

な
る
。

　

隊
員
に
は
、
昨
年
立
ち

上
げ
た
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
青

森
な
ん
ぶ
の
達
者
村
」
の

活
動
を
支
援
す
る
な
ど
、

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
よ
る
町
の
活
性
化
に
協

力
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
人
材
育

成
、
交
流
の
施
策
と
し

て
、
町
の
基
幹
産
業
を
支

え
る
若
手
農
家
が
、
消
費

者
と
の
交
流
ツ
ー
ル
と
し

て
果
樹
や
野
菜
を
ブ
ラ
ン

ド
化
し
て
売
り
込
む
た
め

の
各
種
研
修
を
開
催
し
、

若
い
人
た
ち
の
人
材
育
成

を
図
り
た
い
。

 　矯 一 般 質 問

人
口
減
少
を

食
い
と
め
る 根市 　勲 議員

総
務
省
「
定
住
自
立
圏
構
想
」
に
係
る
施
策

　
　

地
域
づ
く
り
を
担
う
人
材
の
育
成
と

　
　
　
　
　
　

交
流
の
増
加
策
に
つ
い
て
問
う

中心市の都市機能と周辺市町村の農林水産業、
自然環境、歴史、文化など、それぞれの魅力を
活用して、NPOや企業といった民間の担い手を
含め、相互に役割分担し、地方圏への人口定住
を促進する政策です。

定住自立圏構想とは
　　　　　　　 【総務省ホームページから】
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質　

問　
「
公
務
員
十
戒
」

に
つ
い
て
、
町
職
員
に
は

ど
の
よ
う
な
教
育
を
実
践

し
て
い
る
の
か
。

町
長
答
弁　

町
で
は
、
職

員
の
資
質
向
上
を
目
的
と

し
て
、
各
種
研
修
へ
職
員

を
参
加
さ
せ
て
い
る
。

　

ま
た
、
以
前
よ
り
、
次

の
こ
と
を
訓
示
し
て
い

る
。

　

一
つ
目
、
で
き
な
い
理

由
を
見
つ
け
る
の
で
は
な

く
、
町
民
の
た
め
に
ど
う

す
れ
ば
で
き
る
か
考
え
る

こ
と
。

　

二
つ
目
、
常
に
こ
の
方

法
で
い
い
の
か
、
自
分
に

問
い
か
け
る
こ
と
。

　

三
つ
目
、
職
員
に
持
ち

続
け
て
ほ
し
い
気
持
ち
と

し
て
、
覚
え
よ
う
と
す
る

気
持
ち
、
や
ろ
う
と
す
る

気
持
ち
、
検
証
、
改
善
し

よ
う
と
す
る
気
持
ち
、
諦

め
な
い
気
持
ち
、
感
謝
の

気
持
ち
を
持
つ
こ
と
。

　

ま
た
、
地
域
で
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
等
に
積
極

的
に
参
加
す
る
よ
う
呼
び

掛
け
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
に
は
、「
公
務

員
十
戒
」
に
通
じ
る
も
の

が
あ
り
、
今
後
も
、
職
員

の
能
力
開
発
と
資
質
向
上

に
努
め
て
い
き
た
い
。

質　

問　
「
公
務
員
参
加

型
地
域
お
こ
し
」
を
具
体

的
に
ど
う
進
め
る
の
か
。

町
長
答
弁　

公
務
員
参
加

型
地
域
お
こ
し
は
、
役
場

職
員
も
地
域
住
民
の
一
人

と
し
て
ど
の
よ
う
な
役
割

を
果
た
す
か
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
。

　

職
員
参
加
型
の
地
域
お

こ
し
を
実
行
す
る
に
は
、

町
内
各
地
区
に
地
区
担
当

職
員
を
配
置
し
、
活
動
・

事
業
計
画
の
手
助
け
や
相

談
に
応
じ
る
こ
と
も
一
つ

の
方
法
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

質　

問　
「
地
域
資
源
の

発
掘
、
再
生
、
創
造
」
に

つ
い
て
、
今
後
の
総
合
振

興
計
画
へ
ど
の
よ
う
に
生

か
す
べ
き
か
。

町
長
答
弁　

南
部
町
総
合

振
興
計
画
・
後
期
基
本
計

画
に
つ
い
て
は
、
住
民
ア

ン
ケ
ー
ト
や
公
募
に
よ
る

委
員
を
含
む
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
に
よ
り
検
討
を
重

ね
た
。

　

南
部
町
に
は
、
豊
か
な

自
然
、
風
土
、
歴
史
、
伝

統
、
文
化
が
脈
々
と
続
い

て
い
る
た
め
、
地
域
資
源

に
は
事
欠
か
な
い
と
自
負

し
て
お
り
、
平
成　

年
度

25

か
ら
の
計
画
の
実
行
、
検

証
は
、
役
場
の
み
な
ら

ず
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

な
ど
外
部
の
目
線
も
入
れ

て
実
施
し
た
い
。

質　

問　

町
内
の
山
林
・

原
野
・
耕
作
放
棄
地
等
で

実
施
す
る
際
の
手
続
き
や

課
題
は
。

町
長
答
弁　

町
内
の
山

林
、 原
野
、 耕
作
放
棄
地
等

で
太
陽
光
発
電
事
業
を
行

う
場
合
の
課
題
と
し
て
、

最
適
傾
斜
角
や
自
然
条

件
、
工
事
費
、
採
算
を
考

慮
し
、
設
置
場
所
と
規
模

を
決
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

行
政
手
続
き
と
し
て

は
、
設
置
個
所
に
応
じ
、

様
々
な
行
政
手
続
き
が
あ

る
。

　
質　

問　

町
内
の
財
産
区

や
共
有
地
を
活
用
す
る
場

合
の
事
前
調
査
、
造
成
費

用
へ
の
助
成
は
。

町
長
答
弁　

現
状
、
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
発
電
事
業
に
対

し
て
の
調
査
費
等
に
対
し

助
成
を
し
て
い
な
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

家
庭
用
で
は
な
く
、
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
に
関
し
て

は
、
事
業
主
に
利
益
が
発

生
す
る
こ
と
か
ら
、
み
ず

か
ら
の
費
用
で
事
業
を
展

開
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え

る
。　

　

助
成
に
関
し
て
は
、
町

民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
か

が
重
要
で
あ
る
。

質　

問　

̍
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
の
発
電
事
業
で
町
の

税
収
、
雇
用
に
ど
の
程
度

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の

か
。

町
長
答
弁　

税
収
と
し
て

は　

年
間
を
想
定
し
、
固

20

定
資
産
税
̎
千
万
円
、
法

人
税
̍
千
万
円
が
見
込
め

る
。

　

雇
用
に
関
し
て
は
、
土

地
の
管
理
が
主
体
と
な
る

た
め
、
常
時
雇
用
は
見
込

め
な
い
と
考
え
て
い
る
。

質　

問　

農
用
地
で
の

ソ
ー
ラ
ー
発
電
に
お
け
る

法
的
な
制
約
に
つ
い
て
見

解
を
問
う
。

町
長
答
弁　

農
地
の
活
用

は
、
農
地
の
種
類
に
応
じ

て
農
地
転
用
の
許
可
を
要

す
る
。

　

非
農
地
と
判
断
さ
れ
た

耕
作
放
棄
地
に
は
、
許
可

を
要
さ
な
い
。

　

町
と
し
て
も
、
住
民
よ

り
共
有
地
等
を
ソ
ー
ラ
ー

事
業
に
活
用
し
た
い
旨
の

意
見
を
受
け
、
電
力
会
社

等
に
情
報
提
供
を
依
頼
し

て
い
る
。

　

震
災
に
よ
る
原
発
事
故

を
受
け
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
転
換
は
考
え
る

べ
き
課
題
で
あ
る
た
め
、

今
後
も
情
報
の
収
集
に
努

め
る
。

 　矯 一 般 質 問

南部町内における
ソーラー発電事業
について

工藤 久夫 議員

総
務
省
自
治
財
政
局
長

 
椎
川
忍 
氏
の
著
書
を
読
ん
で

し
い
か
わ
し
の
ぶ
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質　

問　

今
定
例
会
に
お

い
て
も
「
地
域
主
権
戦
略

大
綱
」
に
基
づ
く
条
例
制

定
が
予
定
さ
れ
て
い
る
な

ど
、「
地
方
分
権
」
へ
の
流

れ
が
加
速
し
て
い
る
が
、

そ
れ
に
伴
う
事
務
事
業
の

増
加
や
小
規
模
自
治
体
の

存
続
の
可
否
な
ど
不
安
な

側
面
を
見
逃
せ
な
い
と
考

え
て
い
る
が
、「
地
方
分

権
」の
方
向
性
に
つ
い
て
、

認
識
を
問
う
。

町
長
答
弁　

国
で
は
、
平

成　

年
̔
月
に
「
地
域
自

23
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め

る
た
め
の
改
革
の
推
進
を

図
る
た
め
の
関
係
法
律
の

整
備
に
関
す
る
法
律
」
い

わ
ゆ
る
第
̎
次
一
括
法

（
地
域
主
権
一
括
法
）を
成

立
さ
せ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
条
例
制

定
権
の
拡
大
や
国
か
ら
地

方
公
共
団
体
に
事
務
の
権

限
移
譲
な
ど
が
行
わ
れ

る
。

　

地
域
主
権
一
括
法
に
よ

り
、
地
方
公
共
団
体
へ
の

事
務
の
権
限
移
譲
は
進
み

つ
つ
あ
る
も
の
の
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
自
主
・

自
立
の
ま
ち
づ
く
り
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
ま
だ

不
十
分
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　

将
来
の
方
向
性
に
つ
い

て
は
、
平
成　

年
̏
月
に

24

第
̏
次
一
括
法
案
が
国
会

に
提
出
さ
れ
た
が
、
衆
議

院
の
解
散
に
よ
り
廃
案
と

な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
、
第
̏
次
、
第
４
次

な
ど
の
動
き
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

　

当
町
だ
け
に
限
っ
た
こ

と
で
は
な
い
が
、
地
方
公

共
団
体
に
と
っ
て
事
務
量

が
増
加
す
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
、
こ
れ
に
対
す
る
財

源
が
必
要
と
な
っ
て
く
る

た
め
、
国
は
役
割
に
見

合
っ
た
税
財
源
の
配
分
へ

と
見
直
す
と
し
て
い
る
。

　

当
町
と
し
て
は
、
地
方

分
権
の
理
念
に
基
づ
き
、

主
体
性
が
発
揮
さ
れ
、
地

域
の
特
性
に
応
じ
た
独
自

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
適
正
な
税
財
源
の

配
分
に
つ
い
て
関
係
団
体

と
と
も
に
要
望
し
て
い
き

た
い
。

質　

問　

地
方
分
権
の
行

く
末
に
、
道
州
制
と
い
う

議
論
に
発
展
し
た
場
合
の

町
長
の
考
え
を
問
う
。

町
長
答
弁　

全
国
町
村
長

大
会
に
お
い
て
、
道
州
制

に
反
対
、
強
制
的
な
合
併

に
反
対
と
い
う
こ
と
を
決

議
し
て
お
り
、
国
民
の
議

論
も
な
さ
れ
な
い
ま
ま
進

む
の
は
断
固
反
対
で
あ
る
。

　

地
方
分
権
と
い
う
言
葉

の
響
き
は
非
常
に
良
い

が
、
負
担
が
地
方
に
来

る
。
職
員
の
削
減
に
つ
い

て
も
国
に
先
ん
じ
て
取
り

組
ん
で
き
た
の
は
地
方
自

治
体
で
あ
る
た
め
、
国
は

ス
リ
ム
化
す
る
が
、
地
方

自
治
体
が
複
雑
な
状
況
に

な
る
。

　

道
州
制
に
関
し
て
は
、

ま
だ
何
も
提
示
さ
れ
て
お

ら
ず
、
進
展
す
る
と
は

思
っ
て
い
な
い
。

　

全
国
町
村
会
に
お
い

て
、
地
方
自
治
体
の
声
を

し
っ
か
り
と
届
け
る
よ
う

活
動
し
た
い
。

①
肩
書
な
し
で
も
尊
敬
さ

れ
る
人
間
に
な
れ
。

②
常
に
健
康
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
身
体
を
鍛
え
、
気

力
を
充
実
さ
せ
よ
。

③
内
に
こ
も
ら
ず
、
広
い

世
界
に
飛
び
出
し
、
人

脈
を
広
げ
よ
。

④
仕
事
以
外
に
プ
ラ
ス
ワ

ン
で
社
会
貢
献
活
動
を

せ
よ
。

⑤
現
場
主
義
で
改
革
・
改

善
を
心
が
け
、
常
に
一

歩
前
進
せ
よ
。

⑥
公
務
員
の
最
終
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
忘
れ
る
な
。

⑦
理
屈
ば
か
り
こ
ね
ず
、

ま
ず
実
践
せ
よ
。

⑧
権
限
を
振
り
回
さ
ず
、

い
つ
も
謙
虚
に
行
動
せ

よ
。

⑨
仕
事
か
ら
逃
げ
ず
、
自

分
の
責
任
を
果
た
せ
。

⑩
上
司
に
こ
び
ず
、
正
し

い
と
考
え
る
こ
と
を
や

り
抜
け
。

※
⑥
最
終
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
は

住
民
に
尽
く
す
こ
と
。

　

地
方
自
治
体
が
、「
地

方
債
」
を
「
起
こ
す
」
こ

と
を
起
債
と
い
い
ま
す
。

　

町
で
は
町
債
と
表
現
し

て
い
ま
す
。

　

地
方
債
と
は
「
地
方
公

共
団
体
が
̍
会
計
年
度
を

超
え
て
（
複
数
年
度
に
渡

り
）
行
う
借
入
れ
」
の
こ

と
で
す
。

　

予
算
に
お
い
て
、
目

的
、
限
度
額
、
起
債
の
方

法
、
利
率
及
び
償
還
の
方

法
を
定
め
、
歳
入
の
「
町

債
」
で
借
り
受
け
、
歳
出

の
「
公
債
費
」
で
返
し
ま

す
。

　

主
に
、
長
期
に
渡
り
活

用
す
る
施
設
、
車
両
な
ど

の
建
設
費
や
購
入
費
に
充

て
る
た
め
起
こ
さ
れ
ま

す
。

　

̍
会
計
年
度
の
住
民
が

負
担
す
る
の
で
は
な
く
、

多
年
度
に
渡
り
、
利
用
、

活
用
す
る
期
間
の
住
民
で

負
担
し
よ
う
と
い
う
も
の

で
す
。

 　矯 一 般 質 問

地方分権に
対する見解
を問う

川守田 稔 議員

日本国憲法の国民主権の理念の下に、住民に身
近な行政は、地方公共団体が自主的かつ総合的
に広く担うようにするとともに、地域住民が自
らの判断と責任において地域の諸課題に取り組
むことができるようにするための改革です。

地方分権改革
　　　　　　　　【総務省ホームページから】

一 
般 
質 
問 
用 
語 
解 
説

公
務
員
十
戒（
要
約
）

起
債

道
州
制
に
つ
い
て
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 　矯 各常任委員会 所管事務調査報告

 　矯 各常任委員会の所管事務調査計画（９月まで）

定住化対策について、町の担当職員から説明を受けている様子

観光サクランボ園

福地不燃物処理場

南部町消防団

史跡聖寿寺館跡の発掘調査

　総務企画常任委員（馬場又彦委員長）は、当町の人口
増加のための定住化対策について、町担当職員から説明
を受けました。
　また、仕事場の確保、農業の発展など若年層が定住で
きるシステムの構築について意見交換しました。

町の人口増加のための定住化対策について
調査しました
第４回総務企画常任委員会（２月７日）

町担当職員から交通事故の発生状況について説明を受けている
様子

交通安全対策について調査しました

　教育民生常任委員（川井健雄委員長）は、平成19年か
ら平成24年に町内で起こった交通事故404件のデータを
基に、事故多発地点の現状や課題、対策について、町担
当職員から説明を受けました。
　委員会では、交通安全対策について意見交換し、町広
報における交通安全の周知や高齢者の交通安全対策の
徹底について提言しました。

第６回教育民生常任委員会（１月23日）

○総務企画常任委員会

○産業建設常任委員会

○教育民生常任委員会

【９月中旬】
・南部町消防団の現状と課題について

【６月下旬】
・農業観光（観光サクランボ園）について

【９月下旬】
・史跡聖寿寺館跡の発掘調査について
・福地不燃物処理場について

議
会
広
報
編
集
委
員
会

委
員　
 八
木
田　

憲
司　

記

編

集

後

記

　

今
年
は
桜
の
開
花
の
遅
れ

や
苗
の
生
育
の
遅
れ
な
ど
、

低
温
に
よ
る
農
作
物
へ
の
影

響
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
天
候
回
復
に

期
待
し
、
豊
作
に
な
る
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
年
４
回
発
行
し
て

い
る
議
会
だ
よ
り
で
す
が
、

一
般
質
問
に
割
く
紙
面
が
ど

う
し
て
も
多
く
な
り
ま
す
。

　

そ
の
分
、
議
会
審
議
、
常

任
委
員
会
等
の
掲
載
部
分
が

少
な
く
な
り
、
編
集
に
苦
労

し
て
お
り
ま
す
。

　

議
員
の
活
動
に
は
、
町
政

に
関
し
た
こ
と
だ
け
で
は
な

く
、
町
民
に
深
く
関
わ
る
ご

み
処
理
等
の
広
域
事
務
組
合

や
八
戸
定
住
自
立
圏
の
形
成

に
関
す
る
も
の
な
ど
様
々
あ

り
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
紙
面
で
掲
載
し

き
れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
が
、
今
後
と
も
、
で
き
る

限
り
お
届
け
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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8 人の笑顔で おいしさ倍増
今年度の南部町フルーツ娘が決定
　町特産の果物をＰＲする８人
のフルーツ娘に５月28日、チェ
リウスで委嘱交付式が行われま
した。
　工藤町長が、フルーツ娘一人
ひとりに委嘱状を手渡したあと

「安全で安心な果物に、みなさ
んの笑顔が加わると、おいしさ
が２倍、３倍になります。町を
訪れた多くの方が喜んでいただ
けるよう、一緒に盛り上げてい
きましょう」と激励しました。

　工藤町長に笑顔と元気で活動
することを約束したフルーツ娘
は今後、さくらんぼや桃など町
が誇る高品質な果物を、各種イ
ベントなどを通じてＰＲしてい
きます。

生まれ育った町をＰＲでき
るように頑張ります。

和田 結希 さん（相内）
町のすばらしいフルーツを
ＰＲできるよう頑張ります。

高森 聡美 さん（下名久井）
美味しいフルーツを多くの
人に食べてもらいたいです。

木村 安莉沙 さん（斗賀）
フルーツ娘の経験を通じて、町
に更なる活気をつけたいです。

佐々木 瞳 さん（上名久井）

このような活動は初めてです
が、楽しみたいと思います。

松山 ひかり さん（名農高３年）
フルーツとともに、町の良
さを伝えたいです。

夏坂 朋恵 さん（片岸）
フルーツのことを勉強し、
すばらしさを伝えたいです。

新山 美保 さん（沖田面）
たくさんの人に来てもらえる
ようＰＲしたいと思います。

佐々木 菜摘 さん（名農高３年)

イベントの問合せ
農村交流推進課（中央公民館内）
☎0178-76-2310

さくらんぼ狩りの予約・問合せ
ながわ農業観光案内所　
☎0178-76-3020

旬の味覚に また会える

南部町名川さくらんぼ狩り
６月27日（木）～７月21日（日）

【グラウンド・ゴルフ大会】
期日／７月３日（水）
場所／名川チェリリン村芝生広場

【さくらんぼ種飛ばし大会】
日時／７月14日（日）
場所／ふれあい公園（ジャックドまつり会場内）


